
図面用紙ｻｲｽﾞ：A2
工事名

日付

縮尺 頁数図面名

薦原分団薦生地区消防ポンプ庫解体

S=1/non
図面ﾘｽﾄ

2024.10
A-01

アトリエ73設計事務所

一級建築士事務所登録第1-2481号　一級建築士登録第343708号　大久保 雅章
一級建築士登録第210968号　大久保 和英

及びコミュニティ消防センター新築工事

Ｍ－０１

Ｍ－０２

Ｍ－０３

機 械 設 備 工 事 特 記 仕 様 書

配 置 図 ・ 機 器 表

図面番号

Ａ－０１ 図 面 リ ス ト

特 記 仕 様 書 ２

既存ポンプ庫１

Ａ－０２

Ａ－０３

Ａ－０４

Ａ－０５

Ａ－０６

Ａ－０７

Ａ－０８

Ａ－０９

Ａ－１０

Ａ－１１

Ａ－１３

Ａ－１４

Ａ－１５

Ａ－１６

Ａ－１７

Ａ－１２

図面番号図面番号

特 記 仕 様 書 １

付 近 見 取 図

平 面 図 ・ 仕 上 表 ・ 天 井 伏 図

立 面 図 ・ 建 具 表

展 開 図

Ｅ－０１

Ｅ－０２

丈 量 図 ・ 求 積 図

矩 計 図 １

外 構 図

共 通 仮 設 図

機 械 設 備 平 面 図

特 記 仕 様 書 ３

特 記 仕 様 書 ４

既存ポンプ庫２

配 置 図 ・ 断 面 図

矩 計 図 ２

図面番号

Ｓ－０１

鉄筋コンクリート構造配筋標準図(１)Ｓ－０２

Ｓ－０３

Ｓ－０４

Ｓ－０５

Ｓ－０６

Ｓ－０７

Ｓ－０８

構 造 特 記 仕 様 書

基 礎 伏 図 ・ 梁 伏 図 ・ 軸 組 図

架構詳細図 ・ 基礎詳細図 ・ 各部詳細図

図面名称 図面名称図面名称 図面名称

□　建 築 図 面　□ □　構 造 図 面　□ □　電 気 設 備 図 面　□ □　機 械 設 備 図 面　□

深 層 混 合 処 理 特 記 仕 様 書

鉄筋コンクリート構造配筋標準図(２)

鉄 骨 工 作 標 準 図(１)

鉄 骨 工 作 標 準 図(２)

Ａ－１８

特 記 仕 様 書 ５

Ａ－１９

既存ポンプ庫３

大
久
保

特記仕様書　照明器具姿図

電灯コンセント平面図



工事特記仕様書

Ⅰ．工 事 名

Ⅱ．工事概要

１.　工事場所

２.　敷地面積

３.　工事内容

棟名称

構　造

建築面積

延べ面積

Ⅲ．建築工事仕様

章 項     目 特    記    事    項

1.適用基準等

分別解体等の方法

・ 現場において再利用を図るもの(　　　　　　　　　　　　　　　　)

・ 再資源化を図るもの ・ コンクリート塊

・ アスファルトコンクリート塊

へ提出すること。

　引渡を要するもの以外のものは、全て構外に搬出し、建設工事に係

る資材の再資源化等に関する法律、資源の有効な利用の促進に関する

法律、廃棄物の処理及び清掃に関する法律、その他関係法令によるほ

か、「建設副産物適正処理推進要綱」に従い適切に処理し、監督員に

報告する。

(マニフェストA、B2、D、E票を提示すること。)

１
　
　
一
　
般
　
共
　
通
　
事
　
項

２.特記仕様

１.共通仕様

1)項目は、番号に○印の付いたものを適用する。

2)特記事項は、○印の付いたものを適用する。

3)項目に記載の（　）内番号は標準仕様書の当該項目、図又は表を示す。

　本特記事項に個別に記載の適用基準に加え、以下の基準等を適用する。

　１） 建築工事標準詳細図

　２） 敷地調査共通仕様書

2.発生材の

　処理等

・ 本工事は、その施工に特定建設資材を使用する新築工事等であって、

その規模が「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律」（平成

12年5月31日法律第104号。以下「建設リサイクル法」という。）施行  

令で定める建設工事の規模に関する基準以上の工事であるため、建設

リサイクル法に基づき分別解体等及び特定建設資材の再資源化等の実

施について適正な措置を講ずることとする。

　工事契約後に明らかになったやむをえない事情により、予定した条

件により難い場合は、監督員と協議するものとする。

作業の有無 分別解体等の方法工程

造成等

基礎・基礎ぐい

屋根

建築設備・内装等

・有　・無 

・有　・無 

・有　・無 

・有　・無 

・有　・無 

・手作業、機械作業の併用

・手作業、機械作業の併用

・手作業、機械作業の併用

・手作業、機械作業の併用

・手作業、機械作業の併用

・手作業、機械作業の併用

・手作業

・手作業

・手作業

・手作業

・手作業

・手作業

その他

(　　　　)

上部構造部分

・ 外装

・ 引渡を要するもの　・ 無　　　　・（　　　　　）

・ 特別管理産業廃棄物　・ 有(　　　　　　)　処理方法(　　　　　　)

　引渡を要するもの、再資源化を図るものについては調書を作成し監督員

(1.3.11)

　図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、「三重県公共工事共通仕様書」及び

による。

(1.3.5)

 下記で指定するもの以外は監督員と協議し決定する。

　　・ 施工可能日

　　・ 施工可能時間帯

　　・ 部位別の施工順序

　　・ 工事車両の駐車場

　　・ 資材置場

　　　　・ 指定なし　　・ 図示(図面番号：　　　　）・（　　　　）

　　　　・ 指定なし　　・（　　　　　　　　　）

　　　　・ 指定なし　　・　　　時～　　　時　

3.施工条件

　部分使用

　・ 部分引渡しあり　　・ 部分使用あり

　・ 指定部分（　　　　　　　　　　　）

　　　時期（　平成　　年　月　日～　）

4.部分引渡し

 (1.3.3)　者

適用する

(1.5.2)

職種別に可能なものについては積極的に活用のこと

1） 本工事に使用する建築材料等は、設計図書に定める品質及び性能

 を有する新品とするほか「建築材料・設備機材等品質性能評価事業建

 築材料等評価名簿」(最新版) と同等とする。品質が求められる水準

 者から購入するよう努めること。

5.電気保安技術

6.技能士

7.建築材料等

2） 本工事で使用する建設資材の調達にあたっては極力市内の取扱業

 Ｆ☆☆☆☆以上とする。

3） 本工事に使用する建築材料のホルムアルデヒド放散量等は、

　濃度測定

(1.5.9)

ｴﾁﾙ ﾊﾟﾗｼﾞｸﾛﾛ
適用 施設用途 ﾄﾙｴﾝ ｷｼﾚﾝ ｽﾁﾚﾝ

ﾍﾞﾝｾﾞﾝ

● ● ● ● ●

● ● ● ● ●

● ● ● ● ●

ﾍﾞﾝｾﾞﾝ
ﾎﾙﾑ

　測定対象化学物質（●で示したものとする。）

ｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ

●学校,教育施設

住宅

その他

　測定方法　・ パッシブ法　 ・ アクティブ法

　対象箇所　・ 図示(図面番号：      )　・ (　　　　　　　　）

　報告書提出部数　2部

　 の工法

　標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法は当該製品の指定

工法による。

　 の防止

　低騒音型・低振動型建設機械の指定に関する規程に基づき指定され

た建設機械の使用に努めること。

8.化学物質の

9.特別な材料

10.騒音・振動

・ 完成図作図範囲（配置図、平面図、立面図、断面図、仕上表等）

・ 作成する (・ 完成図　　・ 保全に関する資料　　・ (　　　　))

 (1.7.1)

・ アルバム 1部 (大きさ 335mm×290mm程度 カラー)

・ 箇所数は外観４面各室２面程度とする。規定の箇所数が確保できな

　い場合には、監督員と協議すること。

・ デジタルカメラで撮影し、全てL版相当サイズで印刷する。

　　（A4版用紙に1ページあたり3枚）　1部

　完成図はCADにより作成することとし、著作権（著作権法第27条及

　び第28条に規定する権利を含む）は発注者に移譲するものとする。

11.工事写真

12.完成図等

13.完成写真

　工事施工に際し既存部分を汚損又は損傷した場合は、構造・仕上げ

共、既存にならい補修すること。

　　　　　（現状地盤はB.M 　　　　　　　mm）

14.設計GL

15.養生その他

　発生時

　工事の施工中に事故が発生した場合には、直ちに監督員に通報すると

ともに、所定の様式により事故発生報告書を監督員が指示する期日まで

に監督員に提出すること。

　また、事故発生後の措置について監督員と協議を行うとともに、当該

事故に係る状況聴取、調査、検証等に協力すること。

　 優先使用

  本工事において、下請け契約を締結する場合には、当該契約の相手方は

名張市内に本店（建設業法において規定する主たる営業所を含む）を有す

16.事故の

  受けた場合

　の措置

18.不当介入を

・ 本工事（ ・ 建築工事　　・ 電気設備工事　　・ 機械設備工事）

・ 別途工事

1）消火器に係る消防用設備等設置届出書の作成

2）防火対象物使用開始届出書

　書類の作成（建築図面の作成及び建築に関する部分の記入）を行う

こと。

　係の手続き

19.消防法関

1）現場施工に着手するまで期間

  資機材の搬入又は仮設工事等が開始されるまでの期間)については、主任

  技術者又は監理技術者の工事現場への専任を要しない。

    なお、現場施工に着手する日については、請負契約締結後、監督員と

  の打合せにおいて定める。

2）検査終了後の期間

　  請負契約の締結後、現場施工に着手するまでの期間(現場事務所の設置、

　　検査完成後、検査が終了し(発注者の都合により検査が遅延した場合を

　除く。)、事務手続、後片付け等のみが残っている期間については、主任

　技術者又は監理技術者の工事現場への専任を要しない。なお、検査が終

　了した日は、発注者が工事の完成を確認した旨、受注者に通知した日と

　する。

　 中止

　なお、基本計画書には、中止時点における工事の出来形、職員の体制、

労務者数、搬入材料及び建設機械器具等の確認に関すること、中止に伴う

工事現場の体制の縮小と再開に関すること及び工事現場の維持・管理に関

する基本的事項を明らかにする。

　工事の施工を一時中止する場合は、工事の続行に備え工事現場を保全す

ること。

　労働安全衛生法第30条第1項に規定する措置を講ずる必要がある場合、そ

の措置を講ずべき者として、同法第30条第２項の規定に基づき、本工事の

　この場合における指名への同意は、本工事の請負契約を締結することに

より得られたものとみなす。

受注者を指名する。

計画書」という。）を発注者に提出し、承諾を受けるものとする。

た場合は、中止期間中における工事現場の管理に関する計画(以下「基本

　又は監理技術

　者の専任を要

　しない期間

　法に基づく

　措置

　労働災害防止

20.主任技術者

21.工事の一時 　名張市建設工事契約書の規定により工事の一時中止の通知を受け

　（１）保険の目的物　　工事目的物及び工事材料（支給材料を含む）

設工事保険又はその他の保険等に加入し、その加入証券等を提示しな

ければならない。

　（３）保険金額　　　　原則として請負金額に相当する金額

　                      での間

　（２）保険の加入期間　工事着手後速やかに加入し、完成引渡しま

22.労働安全衛生

23.火災保険等 　名張市建設工事請負契約書の規定により、火災保険、建

　また、発注者が加入状況を証明する書類の提出又は提示を求めた場合、

　受注者は、施工体制台帳・再下請負通知書の「健康保険等の加入状況」

欄により、下請業者が社会保険等に加入しているかどうかを確認すること。

速やかに対応すること。

状況を確認し、適用除外でないにも関わらず社会保険等が未加入である場

合には、早期に加入手続きを進めるよう指導を行うこと。

　下請契約に先立って、選定の候補となる業者について社会保険等の加入

請契約（受注者が直接締結する請負契約に限る。）の相手方としてはなら

ない。

　適用除外でないにも関わらず、社会保険等が未加入である建設業者を下

未加入対策

24.社会保険等

(2.3.1)

２
　
　
仮
　
設
　
工
　
事

1.監督員事務所

規模

適用

100程度65程度35程度20程度10程度

監督員事務所の規模（単位：㎡）

・設置する。

構内既存の施設　　・ 利用できる　　・ 利用できない

に関する基準」に適合する手すり、中さん及び幅木の機能を有する

配置　　・ 図示(図面番号：　　　　）

手すり先行専用足場方式により行うこと。

（厚生労働省平成21年4月）」により、「働きやすい安心感のある足場

よる足場の組立て等に関する基準」の２の(2)手すり据置き方式又は(3)

足場とし、足場の組立て、解体又は変更の作業は、「手すり先行工法に

　設置する足場については、「手すり先行工法等に関するガイドライン

　起因する電力料金は本工事に含まれる。

　・ 利用できる ( ・ 有償    ・ 無償 ) 　　・ 利用できない

構内既存の施設

　 本工事で新規受電または既設電気回路に接続し通電した時から工事に

　・ 利用できる ( ・ 有償    ・ 無償 ) 　　・ 利用できない

構内既存の施設

2.仮設便所

3．工事用水

4.工事用電力

３
　
土
　
工
　
事

・ 撤去　　　　・存置

1.埋戻し及び盛土

(3.2.3)

(表3.2.1)

種別  　・ A種　  ・ B種　  ・ C種　  ・ D種

・ 処分地未定につき相互協議する。暫定運搬距離 8km

　の処理

(3.2.5)

3.山留めの撤去

(3.3.3)

杭工事特記仕様書による。1.杭の施工管理

提示しなければならない。

　また、発注者から請求があった場合は、速やかにこれらを提出または

る引渡しを受けた日から１０年とする。

（第３８条においてこれらの規定を準用する場合を含む。）の規定によ

保管しなければならない。保管期間は契約書第３１条第４項又は第５項

な記録やプリントアウト紙等）は、受注者において全て適切に管理し、

施工管理資料の根拠となる資料（施工記録の原本、チャート紙、電子的

　共通仕様書、特記仕様書及びその他基準書等の定めにより作成した

　なお、取得すべき施工記録が取得できない場合に、当該施工記録に代

くこと。

替する記録を確保するための手法については、施工計画書に明記してお

　受注者は、杭の施工期間中は、１ 週間ごとに、その週に施工した杭

の施工記録を取りまとめ、翌週以内に監督員に、工事打合せ簿を添付し

紙等の原本を合わせて提示し、必ず監督員の確認を受けること。

たうえで提出し、確認を受けること。また電流値が記録されたチャート

に講ずべき措置」（平成28年3月4日）

国土交通省告示第468号　「基礎ぐい工事の適正な施工を確保するため

　本特記事項に個別に記載の適用基準に加え、以下の基準を適用する。

4.根拠資料

3.施工記録

2.適用基準

４
　
地
　
業
　
工
　
事

 以上であれば、市内生産品の優先使用に努めること。

17.市内企業
135.0 ㎡

鉄 骨 造 　 平 屋

・ 工事車両、トラック等大型車両通行時、道路工事施工時等

・ 現況地盤鋤取り土　　隣接地に敷き均し（整地・転圧）

・ 建築残土　　自由処分

・ 敷地嵩上げ盛り土（購入搬入土）は、施工前に見本提出のこと

5.足場

6．交通誘導警備員

2.建設発生土

特記仕様書１

工事名

図面名

頁数

アトリエ73設計事務所

一級建築士事務所登録第1-2481号　一級建築士登録第343708号　大久保 雅章
一級建築士登録第210968号　大久保 和英

日付

2024.

薦原分団薦生地区消防ポンプ庫解体及びコミュニティ消防センター新築工事

薦原分団薦生地区消防ポンプ庫解体及びコミュニティ消防センター

年版))に従い撮影する。

　営繕工事写真撮影要領(国土交通省大臣官房官庁営繕部監修（令和5

名張市　薦生227-1　地内

 45.0 ㎡

 45.0 ㎡

　　　　国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修（最新版）

　　　　国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修（最新版）

・有　・無 

・ 建設発生木材

石綿 埋立て

　　　　・ 指定なし　　・ 図示(図面番号：　　　　）・（　　　　）A-

A-

・ 図示のベンチマーク(KBM)　KBM=設計GL+136

「公共建築工事標準仕様書(建築工事編）最新版」(以下「標準仕様書」という。)

A-02

大
久
保

特記仕様書による。

　　　　・ 指定なし　・ 別紙「月2回土日完全週休2日制工事（発注者指定型）

る者の中から選定するよう努めること。

「暴力団排除に係る特記事項」による。

※名張市HP参照

A-19

薦原分団薦生地区消防ポンプ庫解体
及びコミュニティ消防センター新築工事



支持地盤の位置、種類　・ 図示（図面番号：　　　）　・（　　　　）

・ 試験掘　　位置、本数及び寸法　　図示（図面番号：　　　）

・ 試験杭　　位置、本数及び寸法　　図示（図面番号：　　　）

6.杭の支持地盤

(4.2.2) 試験掘

5.試験杭及び

位置　　　・ 図示（図面番号：　　　)　載荷荷重　（　　　　　kN）

(4.2.3)

8.杭の載荷試験

　位置ずれ

7.水平方向の

試験の方法及び報告書の記載は、敷地調査共通仕様書による。

試験方法　・ 鉛直載荷　　・ 水平載荷　　・ (        )

位置　　　・ 図示（図面番号：　　　)　載荷荷重　（　　　　　kN）

(4.2.4) 試験

報告書　　・ 提出部数　2部

試験の方法及び報告書の記載は、敷地調査共通仕様書による。

報告書　　・ 提出部数　2部9.地盤の載荷

・防湿層の重ね幅、基礎梁へののみ込みは、250mm以上とする。

施工範囲　　・ 図示（図面番号：　　　　　）　

(4.6.5)

・仕上がりレベルを計測し、記録すること。

厚さ(mm)    ・ 50  　・ （　　　　）             

 地業 (4.6.4)

(4.6.3) 地業 ・仕上がりレベルを計測し、記録すること。

　　・ 室内配合試験

　　・ 六価クロム溶出試験

10.地盤改良

11.砂及び砂利

12.捨コンクリート

13.床下防湿層

４
　
地
　
業
　
工
　
事

　・ 標準仕様書[表5.3.4]　　・図示（図面番号：　　　）

　・ 図示（図面番号：　　　　　）

　・ 図示（図面番号：　　　　　）

90°未満の折曲げの内法直径　　・図示（図面番号：　　　　）

　・ 標準仕様書[5.3.4](c)(1)

５
　
　
鉄
　
筋
　
工
　
事

・SD295B

・SD295A

・D19以上

・（　　　　）

・D16以下

備 考径種類の記号

・建築基準法第37条の規定に基づき認定を受けたもの

網目の形状、寸法

  鉄線の径 (mm)　・4　 ・5 　・6 　・ （　　　）

2.溶接金網

1.鉄筋の種類

(5.2.1)

(5.2.2)

5.鉄筋のかぶり

厚さ及び間隔

(5.3.4)

(5.3.5)

軽量コンクリートで土に接する部分

　　・ 無し　　　・ 有り(適用箇所：　　　　　　）

　　最小かぶり厚さ　（　　　　）mm

耐久性上不利な部分(塩害を受けるおそれのある部分等）

　　・ 無し　　　・ 有り(適用箇所：　　　　　　）

　　最小かぶり厚さ　（　　　　）mm

6.各部配筋

(5.3.7)

7.圧接完了後 抜取試験方法    ・ 超音波探傷試験    ・ 引張試験

(5.4.9) の試験

部 位径

・ 重ね継手

・ ガス圧接

3.内法直径

(5.3.2)

4.継手

主筋及び耐力壁の重ね継手の長さ

継手位置

　・ 各部配筋参考図による

鉄筋定着

普通コンクリートの設計基準強度

(6.10.1)

(6.11.3)

(6.11.1)

(6.2.4)

(6.2.2)

(6.2.1)

1.ｺﾝｸﾘｰﾄの

使用骨材による

種類及び強度６
　
　
コ
ン
ク
リー

ト
工
事

・21(N/mm2)

設計基準強度 Fc 適 用 箇 所 施工時期 スランプ

・18(cm)

軽量コンクリートの設計基準強度

・

・ 

・  　(N/mm2) ・　(cm)

設計基準強度 Fc スランプ
気乾単位

容積質量

・　　t/m3

種類適用箇所

2.コンクリートの

　類別 (6.2.1)

(表6.2.1)

3.コンクリート

 の仕上り

合板せき板を用いる場合の打放し仕上げの種別

　・ A種    ・ B種    ・ C種

(6.2.5)

(6.3.1)

(表6.3.1)

類別   ・ Ⅰ類　　　・ Ⅱ類

種類　　・ 普通ポルトランドセメント、混合セメントA種

　　　　・（　　　　　　）

　・ 適用箇所　　図示（図面番号：　　　　）

高炉セメントB種又はフライアッシュセメントB種

(6.3.1)

5.骨材 アルカリシリカ反応性による区分

　・ AL（コンクリート中のアルカリ総量を規制）

　・ A(安全と認められる骨材を使用）

　なお、ALで規制できない場合はAとし、その試験は、施工着手前、工

事中1回/6ヶ月かつ産地が変わった場合に信頼できる試験機関で行い、

試験に用いる骨材の採取は、請負者立ち会いのもと、試験を行う者が、

生コン工場のストックヤードから試料を採取して試験を行うこと。

・ 特殊な骨材の使用

　　・ フェロニッケルスラグ細骨材

　　・ 銅スラグ細骨材

　　・ 電気炉酸化スラグ骨材

　　・ 再生骨材Ｈ

    (6.3.1)

6.混和材料

    (6.3.2)

混和剤の種類、使用方法、使用量

　・ (　　　　）

混和材の種類、使用方法、使用量

　・ (　　　　）

　・ 標準仕様書［6.3.1］(d)(i)、標準仕様書［6.3.2］(2)(vi)

　・ 標準仕様書［6.3.1］(d)(i)、標準仕様書［6.3.2］(2)(vi)

8.コンクリート

　強度試験

(6.9.3)

　・ 材齢28日　　　・型枠脱型用

　・ 材齢28日を超え91日以内

(6.8.3)

(6.8.2)

7.型枠 材料　　・複合合板　　(厚さ(mm)    ・ 12    ・ （　　　）)

打増し厚さ　　・ 図示(図面番号：　　　　　）

誘発目地、打継ぎ目地、化粧目地の位置、形状及び寸法

・ 断熱材の兼用

・ ＭＣＲ工法用シート

　　・ 図示(図面番号：　　　　）

スリーブの材種、規格等

(表6.8.1)

　・ 標準仕様書[表6.8.1]　　　・ 図示（図面番号：　　　　）

・ 常時土又は水に直接接する部分　　図示（図面番号：　　　　）

９.寒中コンク

リート

適用期間(　　　　　)

　・ 調合管理強度、調合強度を積算温度を基に定める(6.11.2)

(6.12.2)

10.暑中コンク

リート

構造体強度補正値(S)

　・ 6　N/mm2　　　・（　　　　　）

リート

(6.14.1) 設計基準強度　　　・ 18(N/mm2)　　 　・ (      )　(N/mm2)

スランプ　　　　　・ 15cm　　　・ 18cm

適用箇所  標準仕様書[6.14.1]

　　　　　・ 上記以外の適用箇所 (　　　　　　)

11.無筋コンク

（株）日本鉄骨評価センター又は（株）全国鉄骨評価機構の「鉄骨

・ 適用する1.施工管理技

術者

2.製作工場

(7.1.4)

(7.1.3) 製作工場の性能評価基準」に定めるグレードとして国土交通大臣から

認定を受けた工場又は同等以上の能力のある工場

　・J　　・R　　・M　　・H　　・S

3.鋼材

　・ 図示(図面番号：　　　　）

ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等

ボルト及びナットの材料等、ボルトの径

　・ 行わない　　・ 行う　　　試験方法等　・（　　　　　　）

すべり係数試験

　・ 図示（図面番号：　　　　）

ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等

高力ボルトの径

　・ 溶融亜鉛めっき高力ボルト1種(F8T相当)

　・ JIS形高力ボルト2種(F10T)

　・ トルシア形高力ボルト2種(S10T)　

種類        

(7.4.7)

(7.4.2)

(7.3.2)

(7.2.2)

(7.4.2)

(7.3.2)

(7.2.3)

4.高力ボルト

5.普通ボルト

７
　
　
鉄
　
骨
　
工
　
事

(7.2.1)

JIS形、ナット回転法かつボルト長がねじの呼びの5倍を超える場合

　・ 回転量（　　　　）°

      (7.2.6)

ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等

　構造用アンカーボルト及びアンカーフレームの形状、寸法

アンカーボルト及びナットのねじの公差域クラス及び仕上げの程度

  ・ A種  　・ B種　  ・ C種  

建方用アンカーボルトの保持及び埋込み   

　建方用　・図示（図面番号：　　　　　）・SS400　   ・ (      ) 

適用箇所及び種類

(表7.2.3)

(表7.10.1)

(7.10.3)

(7.3.2)

(7.2.4)

      (7.2.5)

  ・ 標準仕様書[表7.2.3]

　・ 図示（図面番号：　　　）

　・ 図示（図面番号：　　　）

　・ 図示（図面番号：　　　）

　・ 標準仕様書[7.2.5](a)(b)以外の溶接材料

材料

　　（　　　　　　）

種類及びねじの呼び等

建築用ターンバックル胴　　　　・割枠式　　　　　・（　　　　）

建築用ターンバックルボルト　　・羽子板ボルト　　・（　　　　）

6.ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ

7.溶接材料

8.ﾀｰﾝﾊﾞｯｸﾙ

材質、形状及び寸法　　・ 図示(図面番号：　　　　）

溶接方法　　　　　　　・ 図示(図面番号：　　　　）

柱底均しモルタルの工法、厚み

無収縮モルタルの材料及び調合

　モルタル

(7.2.7)(7.7.8)

     (7.2.9)

     (7.10.3)

  (表7.10.2)

　・ 標準仕様書[7.2.9](b)    ・ (  　　)

(7.6.11)

試験の種別                                        

・ 超音波探傷試験 　　 ・ （　　　　　）

溶接区分 AOQL(%) 検査水準 備 考

・ 2.5  
現場溶接

・ 4.0

・ 2.5
工場溶接 ・ 6

・ 4.0

・計数連続生産型抜取検査

鉄骨鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造の鋼製ｽﾘｰﾌﾞの内面(鉄骨に溶接されたものに限る)

  ・ 標準仕様書[18.3.2]、[表18.3.1]　　（　　　）種

耐火被覆材の接着する面への塗装

　・ 行わない　　・ 行う

　　種類

　　　・ 標準仕様書[18.3.2]、[表18.3.1]  (     )種

　　　・ 標準仕様書[18.3.2]、[表18.3.2]  (     )種

(7.8.3)

　　適用箇所　　図示（図面番号：　　　　）

接合部（ボルト接合の場合）

(7.11.2) 　・ 普通ボルト接合　　・ （　　　　　）

圧縮強さ、正味厚さ、モデュール呼び寸法

種類　　　　　　　　　・ 空洞ブロック16

各部の配筋　　　　　　・ 図示(図面番号：　　　）

　　　　　　　　　　　　　　・ 21N/mm2    ・ （　　　　　）

コンクリートの調合　　・ 標準仕様書[表8.2.2]以外のとき(8.3.3)

(8.2.5)

(8.2.4)

(8.2.2)

　ブロック造

1.補強コンクリート

2.コンクリート

　　　　　　　　　　　・ 図示(図面番号：　　　）

(8.3.2)

(8.3.3)

 及び塀

 ブロック帳壁

　　　　　　　　　　　・ 図示(図面番号：　　　）

　　　　　　　　　　　・ 図示(図面番号：　　　）

　　　　　　　　　　　・ 図示(図面番号：　　　）

ブロックの種類　　　　・ 標準仕様書[表8.3.1]

圧縮強さ、正味厚さ、モデュール呼び寸法、ブロックの厚さ

各部の配筋　　　　　　・ 図示(図面番号：　　　）

化粧　　　　　　　　　・ 有り　　・ 無し

８
　
　
ブ
ロ
ッ
ク
・
Ａ
Ｌ
Ｃ
パ
ネ
ル

・
押
出
成
形
セ
メ
ン
ト
板

・(    )

(表8.4.3)

(8.4.5)

(表8.4.2)

(8.4.4)

(8.4.3)

(8.4.2)

3.ALCパネル

・間仕切

・床

・屋根

　壁パネル

・外壁
・A種　・B種

・E種

・C種　・D種

構法

・ 無し

・(  )時間

・ 無し

・(  )時間

・ 無し

・(  )時間

・ 無し

・(  )時間

耐火性能

・(    )

・(    )

・(    )

・(    )

・(    )

・(    )

・150
　パネル

・ F種・120

・100

　パネル
・ F種・100

・100

　パネル

・100

(N/mm2)
幅(mm)厚さ(mm)

荷重種類
呼び寸法単位

・(    )

・(    )

・(    )

・(    )

伸縮目地への耐火目地材の充填　　・ 適用する (材料：　　　　)

外壁、屋根及び床パネル構法

パネル幅を300mm以下とする部分　　　・ 適用あり

　　　風圧力に対応した工法　　・ 適用あり

出隅、入隅等の取合い部の伸縮目地幅(mm)      ・ (      )

 

 

 

 

種　　別 施　工　箇　所1.アスファルト

　防水

(表9.2.3)

～(表9.2.8)

(9.2.2)

(9.2.3) 改質アスファルトシート

　種類　・標準仕様書[表9.2.3] ～[表9.2.8]　　・図示（　　　　）

　厚さ　・標準仕様書[表9.2.3] ～[表9.2.8]　　・図示（　　　　）

部分粘着層付改質アスファルトルーフィングシート

　種類　・標準仕様書[表9.2.5] ～[表9.2.8]　　・図示（　　　　）

 

　厚さ　・標準仕様書[表9.2.5] ～[表9.2.8]　　・図示（　　　　）

絶縁用シート

　・ ポリエチレンフィルム（厚さ　0.15mm以上）

　・ フラットヤーンクロス（70g/㎡）

押え金物　

　・ アルミ製　L30×15×2.0    ・図示（　　）

断熱材

　　種類  （　　　　)　　　厚さ　　（　　　　　　）mm

　　種類  （　　　　)　　　厚さ　　（　　　　　　）mm

　・ 屋根保護防水断熱工法

　・ 屋根露出防水断熱工法

９
　
　
防
　
水
　
工
　
事

厚さ(mm)　　・ 60  　・ （100）

・ 図示(構造図）

混和材料   ・図示（構造図）

材質、形状及び寸法　　・ 図示（構造図）

　・ 図示（構造図）

　・ 図示(構造図）

　構造用　・図示（構造図）・SNR400B   ・ (      ) 

　・ 図示（構造図）

　　・ 一軸圧縮試験（基礎下）

基礎

土間・外構

Ａ

・(              　　　　　 )工法

・18(N/mm2) 捨てコン ・15(cm)

圧縮強度試験（基礎のみ）の供試体の材齢

4.セメント

9.ﾃﾞｯｷﾌﾟﾚｰﾄ

10.柱底均し

11.溶接部の試験

12.錆止め塗装

13.軽量形鋼構造

基礎、土間下　表層改良

工事名

図面名

頁数

アトリエ73設計事務所

一級建築士事務所登録第1-2481号　一級建築士登録第343708号　大久保 雅章
一級建築士登録第210968号　大久保 和英

日付

2024.

特記仕様書２

・SD345

　寸法(mm)　　　 ・100×100　　 ・150×150　　　・ （　　　　）

D10

D22

基礎立上・土間

地中梁

・ 大臣認定品　　図示（図面番号：　　　　）

S-08

+6Nの時期

・18(N/mm2)

A-11

基礎下地盤改良杭　コラム工法又は、同等品

（  ８０   ）mm以下

A-03

大
久
保

　ポリエチレンフィルム厚さ　 ・ 0.15mm以上（二重敷き）

S-06

　・ A種 ( 30 , 50 )mm    ・ B種 (  )mm

薦原分団薦生地区消防ポンプ庫解体
及びコミュニティ消防センター新築工事

・15、8(cm)



９
　
　
防
　
水
　
工
　
事

改質アスファルトシート

　種類　・標準仕様書[表9.3.1] ～[表9.3.3]　　・図示（　　　　）

仕上塗料

種　　別 施　工　箇　所

(9.3.2)

(9.3.3)

(表9.3.1)

～(表9.3.3)

2.改質アスファルト

　シート防水

部分粘着層付改質アスファルトルーフィングシート

　厚さ　・標準仕様書[表9.3.1] ～[表9.3.3]　　・図示（　　　　）

　厚さ　・標準仕様書[表9.3.1] ～[表9.3.3]　　・図示（　　　　）

　種類　・標準仕様書[表9.3.1] ～[表9.3.3]　　・図示（　　　　）

脱気装置

(9.3.3)

断熱材                                  

　・ 屋根露出防水絶縁断熱工法

  　 種類　（　　　　）　　　厚さ（　　　）mm

種　　別 施　工　箇　所3.合成高分子系

　ルーフィング

　シート防水

(9.4.2)

  (9.4.3)

(表9.4.1)

  (9.4.2)

(表9.4.2)

(表9.4.3)

ルーフィングシート

　種類　・標準仕様書[表9.4.1] ～[表9.4.3]　　・図示（　　　　）

　厚さ　・標準仕様書[表9.4.1] ～[表9.4.3]　　・図示（　　　　）

絶縁用シート 

  ・ 発砲ポリエチレンシート 　　・　（　　　　　）

仕上塗料

　・ 図示（図面番号：　　　　）　種類（　　　）　使用量（　　　）

  (9.4.3)

　・ 設置数量　図示（図面番号：　　　　）　種類（　　　　）

　・ 図示（図面番号：　　　　）　種類（　　　）　使用量（　　　）

　　　　　　　・ 図示（図面番号：　　　　）

　　　　　　　・ 図示（図面番号：　　　　）

固定金具　　材質、寸法形状（　　　　　　　）

断熱材　　　材質、厚さ（　　　　　　　　　）

Y-2

Y-1

X-1

X-2

種　別施　工　箇　所

脱気装置（ X-1 )

4.塗膜防水

(表9.5.1)

(表9.5.2)

(9.5.3)

　・ 設置数量　図示（図面番号：　　　　）　種類（　　　　）

保護層（ Y-2 ） 　・図示（図面番号：　　　　　）

仕上塗料

　・ 図示（図面番号：　　　　）　種類（　　　）　使用量（　　　）

・ 標準仕様書[表9.7.1]による

(表9.7.1)

(9.7.3)

(9.7.2)

(9.7.5) 接着性試験

  ・ 簡易接着性試験 　 　・ 引張接着性試験

種 類目地寸法施　工　箇　所

5.シーリング

使用

部位

種類

(名称)
品質

・ 2等

・ 1等

寸法・厚さ

(mm)

表面

仕上げ

・ 粗磨き

・ 水磨き

・ (    )

・ (    )

工法 形状

1.天然石

(10.2.1)

(表10.2.1)

(表10.2.2)
床

壁

(表10.2.1)

(10.1.3)

　
石
　
工
　
事
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粗面仕上げの場合ののみ込み部分の仕上げ　・ (        )

清掃における床面ワックス　　　　　・使用する                

(10.1.5)

(10.3.2) ジェットバーナー仕上面　　　・手加工あり　・機械加工バフ仕上あり

割付 　・標準仕様書[10.1.3](a)　　・図示(図面番号：　　　　　）　

(10.2.1)

(表10.2.2)

2.テラゾ

・大理石

使用

部位

種石の

種類

・ 大理石

種石の

大きさ

・ 1.5～12mm

寸法による

区分

・ 300型

・ 400型

表面仕上

 ・ (    )

使用

部位

種石の

種類

・1.5～12mm

大きさ

種石の

・平もの

・役もの

形状 仕上げ面

・ 片面

・ 両面

表面仕上

・(    ) ・(    )

テラゾタイル

テラゾブロック

寸法

(mm)

(10.1.3)

(10.1.5)

割付 　・標準仕様書[10.1.3](a)　　・図示(図面番号：　　　　　）　

清掃における床面ワックス　　　　　・使用する                

 

 

タ

イ

ル

工

事
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1.伸縮調整目地及び

ひび割れ誘発目地

(11.1.3)

タイルの種類2.陶磁器質

　タイル張り

特注色

標準・ 
Ⅲ
類(

陶
器)

Ⅱ
類(

せ
っ
器)

Ⅰ
類(

磁
器)

区分(きじ)
耐
滑
り
性

う
わ
ぐ
す
り

耐
凍
害
性

形
状
寸
法

工
　
　
法

役
　
　
物

施
工
箇
所

(表11.2.3)

　　シーリング材

　　　　打継、ひび割れ誘発目地　・PU－2　　・（　　　）

　　　　伸縮、その他目地　　　　・MS-2  　 ・（　　　）

位置　・ 標準仕様書[表11.1.1]

　　　・ 図示(図面番号：　　　　）

(11.2.2)

・ 役物　　（　　　　）

・ タイルの試験張りを行う

・ 見本焼きを行う

(11.2.7)

(11.3.7)

(11.3.2)

(11.3.4)

(表11.3.2)

　　コンクリート素地面の処理

　　　・ 適用箇所　図示(図面番号：　　　　)

　　　・ 目荒し工法　　　・ ＭＣＲ工法

接着剤あと張り工事

セメントモルタル塗り又は接着剤あと張り工事

木

工

事
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1.木材 見え掛り部の表面仕上げ 

(12.1.4) 　・ A種　　　・ B種　　　・ C種

(表12.2.1)

(12.7.1)

(12.6.1)

(12.5.1)

(12.4.1)

(12.2.1)

(表12.1.1)

木材の含水率

　　適用箇所　（　　　　　　　　　　）

　・ A種　　　・ B種

　・ A種　　　・ B種

造作材

下地材

種別部材名称

2.製材

(12.2.1)(b)(1)

製材

｢製材の日本農林規格｣による製材

（図面番号：　）
広葉樹製材

針葉樹製材

下地用

針葉樹製材

造作用

樹種・寸法・形状 等級 含水率

・図示

（図面番号：　）

・図示

・図示

・（　　　）

・（　　　）

・（　　　）
・10%以下

木
　
工
　
事
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　　・ 図示（図面番号：　　　　）

　　・ 図示（図面番号：　　　　）

　　・ 図示（図面番号：　　　　）

(12.2.1)

　造作材の材面の品質　　・ A種　　　・（　　　）

　厚さ、表面の品質、含水率及び防虫加工

｢単板積層材の日本農林規格｣以外の造作用単板積層材

　厚さ、表面の品質及び防虫加工

　樹種、寸法、化粧薄板の厚さ及び含水率

｢単板積層材の日本農林規格｣による造作用単板積層材4.単板積層材

(12.2.1)

(12.2.1)

化粧薄板厚さ

集成材

化粧ばり構造用

集成材

化粧ばり造作用 ・（　　　）

・（　　　）

（図面番号：　）

・図示

（図面番号：　）

・図示

（図面番号：　）

・図示

等級樹種・寸法・形状

｢集成材の日本農林規格｣による造作用集成材

造作用集成材3.集成材等

｢集成材の日本農林規格｣以外の造作用集成材

造作用集成材　
石
　
工
　
事
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部材 接着 板面の 防虫
樹種名 等級 厚さ

名称 の程度 品質 処理等
　及びその他の

　合板

(12.2.1)

構造用合板の強度等級

パーティクルボード

　　・ 図示（図面番号：　　　　）

5.床張り用合板

　表裏面の状態、曲げ強さ、接着剤、難燃性による区分、厚さ等

　　　　　　・ 図示（図面番号：　　　　)

屋

根

及

び

と

い

工

事
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厚さ

屋根葺形式 材種 備考
(mm)

・ 塗装溶融55%

アルミニウム－亜鉛 ・0.4
　 ルーフィング940

合金メッキ鋼板

下葺の種類

1.長尺金属板

(13.2.2)

(13.2.3)

(表13.2.1)  ・ アスファルト

葺

・ 塗装溶融55%ｱﾙﾐﾆｳﾑ

　 亜鉛合板めっき鋼板

・ （　　　　）

2.折板葺

(13.3.2)

(13.3.3)

・ はぜ締め形

・ 重ね形

緊結方法

材種 軒先面戸板

・ あり

・ なし

風圧力及び積雪荷重に対応した工法

雪止め　　　・ 図示（図面番号：　　　　）

耐風圧及び積雪荷重に対応した工法

   ・ 図示（図面番号：　　　　)

板厚(mm)
山の高さ

(mm)

山のピッチ

(mm)

・ 0.8

・ 0.6

・ 90

・ (　　)
・ (　　) ・ (　　)

耐力区分

(表13.5.5)

(13.5.3)

(表13.5.1)

(13.5.2)

材種　　　・ 硬質ポリ塩化ビニル管(カラー)　　・ 配管用鋼管(白管)

　　　　　・ (　　　　　　)

鋼管製といの防露巻工法

　・ 標準仕様書[表13.5.5]　　・ （　　　　　）

3.とい

5.軽量鉄骨

　天井下地

(14.4.2)

(表14.4.1)

(14.4.3)

野縁などの種類

　屋内    ・ 19形    ・ (　　　　　　)

　屋外    ・ 25形    ・ (　　　　　　)

(表14.4.2)

(14.4.4)

屋外の野縁受等の間隔　　・ 図示(図面番号：　　　　)

吊りボルトの水平補強、斜め補強

　・ 天井ふところ＞3.0m 　図示(図面番号：　　　　　)

　                       ・ 図示(図面番号：　　　    )

・ 耐風圧の補強　　　図示(図面番号：　　　　)

・ 耐震天井　　　　　図示(図面番号：　　　　)

6.軽量鉄骨壁

　下地

スタッド、ランナーの種類   

　・ 図示(図面番号：　　　　)

(14.5.3)

(表14.5.1)

スタッドの高さ5m超

　・ 標準仕様書[表14.5.1]　　・ 図示(図面番号：　　　　)

　・ 天井ふところ≧1.5m　・ 標準仕様書[14.4.4](h)

4.鉄鋼の亜鉛

　めっき

(14.2.3)

亜鉛めっきの種別

　・ A種　　・ B種　　・ C種　　・ D種　　・ E種　　・ F種

14

金

属

工

事

1.あと施工

　アンカー

(14.1.3)

引抜き耐力の確認試験　　　・実施する　　　　　　　　　　　　

　設計用引張強度　　・ (　　　　　　)

2.ステンレス 表面仕上げ　　　・ HL仕上げ　　　・（　　　　）

3.アルミニウム

(14.2.2)

(表14.2.1)

　・ A-1 　・ A-2 　・ B-1 　・ B-2 　・ C-1 　・ C-2 　・ D

表面処理の種別

陽極酸化被膜の着色方法　　・ 二次電解着色　　・（　　　　）

　　常温乾燥形の塗装　　　　・（　　　　　）

(14.2.1)

吊りボルトの補強方法（＠900mm超）  ・図示(図面番号：　　　)

取付箇所 材種 寸法 形式

・ アルミニウム製 ・ 450角 ・ 額縁タイプ
・ 天井

・ 600角 ・ 目地タイプ

・ アルミニウム製 ・ 450角
・　床

・ 600角

材種  ・アルミニウム合金製  　・塩化ビニル製7.天井見切縁

8.点検口

外壁、サッシ周囲等

便所床 標準

接着貼り

在来

標準

　　・ 1級

断熱材　　種別　　　　・ ガラス繊維シート　　・  フネンエース

　　　　　厚さ(mm)　　・ 5　　・ 4

　　　　　防火性能　　・ (　不燃　)

既製目地材      ・ 使用する　　図示（図面番号：　　　　　）1.モルタル塗り

　　(15.2.2)

　　(15.2.5)

床の目地　　　　・図示（図面番号：　　　　　　）

2.セルフレベリング

　　(15.4.2)

種類　　・ せっこう系　　　・ セメント系

下地モルタルの接着力試験（外壁タイル張り等）　　・実施する
15

左

官

工

事

床下地 1類針葉樹 Ｂ～Ｃ２級 防虫処理 12.0

9. 外壁
角波鋼板

樹種　　　・ 米松

造作材
6.既製品

便所巾木

外壁　ガルバリウム鋼板 t=0.4 ｶﾗｰ　既製品

工事名

図面名

頁数

アトリエ73設計事務所

一級建築士事務所登録第1-2481号　一級建築士登録第343708号　大久保 雅章
一級建築士登録第210968号　大久保 和英

日付

2024.

特記仕様書３

変成ｼﾘｺｰﾝ系10*10

上框・化粧巾木・化粧廻縁・化粧見切等（メーカー仕様による）

LIXIL(サンウェーブGSM-150MXT)L1500 シリーズ又は同等品

A-04

大
久
保

50角

50角

薦原分団薦生地区消防ポンプ庫解体
及びコミュニティ消防センター新築工事
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左

官

工

事

　・ セメントスタッコ以外の場合　 材所要量(　　　　kg/㎡)

(表15.5.2) 複層仕上塗材の上塗材の種類

樹 脂 種 類 溶 媒 種 類 外 観

・ 溶剤系 ・ 艶有   ・ 艶無   ・ メタリック

・ 弱溶剤系 ・ 艶有   ・ 艶無

・ 水系 ・ 艶有   ・ 艶無

・ 水系 ・ 艶無

・ 溶剤系 ・ 艶有   ・ 艶無   ・ メタリック

・ 弱溶剤系 ・ 艶有   ・ 艶無

・ 水系 ・ 艶有   ・ 艶無

・ 溶剤系 ・ 艶有   ・ 艶無   ・ メタリック

・ 弱溶剤系 ・ 艶有   ・ 艶無

・ 水系 ・ 艶有   ・ 艶無

・ 溶剤系 ・ 艶有   ・ 艶無   ・ メタリック

・ 弱溶剤系 ・ 艶有   ・ 艶無

・ 水系 ・ 艶有   ・ 艶無

厚付け仕上塗材

3.仕上塗材仕上

(15.5.2)

(表15.5.1)

種 類

・外装薄塗材E
・砂壁状

・着色骨材砂壁状

・砂壁状ジュラク・内装薄塗材E
薄付仕上塗材

工　法仕 上 形 状呼 び 名

・(　　　　)・(　　　　) ・(　　　　)

・吹放し

・凸部処理

・平たん状

・凹凸状

・ひき起こし

・かき落とし

・吹放し

・凸部処理
・吹付け

・平たん状

・凹凸状
・こて

ス
タ
ッ
コ
状

ス
タ
ッ
コ
状

・外装厚塗材C

・(　　　　)・(　　　　)・(　　　　)

・ひき起こし

・複層塗材E

・複層塗材RE

・外装厚塗材Si

・外装厚塗材E

・こて

・吹付け

・吹付け

・ローラー

・防水型複層塗材E

・防水型複層

　塗材RE

・(　　　　) ・(　　　　) ・(　　　　)

軽量骨材

仕上塗材

・吹付用軽量塗材

・こて塗用軽量塗材

・吹付け

・こて・平たん状

・砂壁状

　　　　・JIS A 6909 調湿形

複層仕上塗材の耐候性　　・ 耐候形３種　　・（　　　　　）

外装厚塗材Cの上塗材

複層仕上塗材
・凸部処理

・凹凸状

・ゆず肌状

・ローラー

・吹付け

内装薄塗材、内装厚塗材（吸放湿性を有するもの）

・ ポリウレタン系

・ シリカ系

・ アクリル系

・ ふっ素系

　 シリコン系

・ アクリル

ALCパネルの内壁目地　　　・ V形目地付き　　　・（　　　　　）(15.5.4)

(15.5.7) 仕上塗材の所要量等の確認方法　・ 標準仕様書[表15.5.4]　・（　　）

(15.8.3)

　吹付け

仕上げ吹付け厚さ　　（　　　）mm4.ロックウール
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建
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1.防火戸

(16.1.3) ヒューズ装置、熱感知器又は煙感知器と連動するもの

防火戸の指定　　・ 図示（図面番号：　　　　　　　　）

　　　　　　　　・ 図示（図面番号：　　　　　　　　）

(16.2.2)

(16.2.4)

(表16.2.1)

(表14.2.1)

　　表面処理　種別　・ B-2　・（　　　）　・ 標準色　・ 特注色

　　表面処理　種別　・ B-2　・（　　　）　・ 標準色　・ 特注色

断熱ドアセット、断熱サッシの断熱性　　　・（　　　　等級）

防音ドアセット、防音サッシの遮音性　　　・（　　　　等級）

耐震ドアセットの面内変形追随性　　　　　・（　　　　等級）

建具の見込み寸法　・ [表16.2.1]　　・ 図示（図面番号：　　　）

結露水の処理方法　　　・(    　   )

(16.2.5)

外部建具の性能等級等

内部建具

2.ｱﾙﾐﾆｳﾑ製建具

網　目　　・16メッシュ　　・18メッシュ　　・（　　　　）

　　　　　・ステンレス（SUS316）  ・（　　　　　）

網の材質　・合成樹脂　　・ガラス繊維入り合成樹脂(16.2.3)

形式　　　・可動式　　　・固定式3.網戸

防音ドアセット、防音サッシの遮音性　　　・（　　　　等級）

簡易気密型ドアセット　　・ 図示（図面番号：　　　　）

(16.4.2)

断熱ドアセット、断熱サッシの断熱性　　　・（　　　　等級）

耐震ドアセットの面内変形追随性　　　　　・（　　　　等級）

(表16.2.1)

(表16.4.1)

(16.4.3)

(16.4.4)

(表16.4.2)

(16.6.5)
(16.6.4)

鋼板類の厚さ　　・ [表16.4.2]　　・ 図示（図面番号：　　　　)

　　　　 H>2400超 又は W>950超　 ・ 図示（図面番号：　　　　）

簡易気密型ドアセット　　・ 図示（図面番号：　　　　）

防音ドアセット、防音サッシの遮音性　　　・（　　　　等級）

断熱ドアセット、断熱サッシの断熱性　　　・（　　　　等級）

耐震ドアセットの面内変形追随性　　　　　・（　　　　等級）

(16.5.2)

(16.5.3)

(16.5.4)

鋼板類の表面仕上げ

　　・ 塗装　　・ ビニル被覆鋼板　　・ カラー鋼板

　　・ ステンレス鋼板（・HL　・鏡面）

召し合せ、縦小口包み板等の材質

　・ 鋼板　　・ ステンレス鋼板　　・ アルミニウム合板押出形材

鋼板類の厚さ　　・ [表16.5.1]　　・ 図示（図面番号：　　　　)

　　　　 H>2400超 又は W>950超　 ・ 図示（図面番号：　　　　）

　建具

耐震ドアセットの面内変形追随性　　　　　・（　　　　等級）

断熱ドアセット、断熱サッシの断熱性　　　・（　　　　等級）

防音ドアセット、防音サッシの遮音性　　　・（　　　　等級）

簡易気密型ドアセット　　・ 図示（図面番号：　　　　）

ステンレス鋼板　　・ SUS304　　・ （　　　　）

(16.6.2)

(16.6.3)

表面仕上げ 　　　 ・ HL　　　　・ 鏡面仕上げ                  

曲げ加工    　　　・ 普通曲げ  ・ 角出し曲げ

鋼板の種類、めっき付着量

　　　　　・ JIS G 3302　  ・Z12  ・F12  ・（　　）

　　　　　・ JIS G 3317 　 ・Y08         ・（　　）

外部建具の耐風圧性　　・S-4　　・S-5　　・S-6

外部建具の耐風圧性　　・S-4　　・S-5　　・S-6

4.鋼製建具

5.鋼製軽量建具

(16.7.2)

(表16.7.1)

(表16.7.3)

建具材の含水率　　・ A種　　・ B種　　・ C種　　 

(表16.7.6)

(16.7.4)

レバーハンドル、クレセント等の取付け位置

フラッシュ戸、戸ぶすまの合板

マスターキー　　・ 製作する　　・ 製作しない

　　　　　　　　・ 監督員と協議の上システムを決定する

キーボックス　　・ 要　　・ 不要

(16.8.2)

(表16.8.1)

金物の種類、見え掛かり部等の材質等

(16.8.4)

(16.8.3)

　・ 標準仕様書[表16.8.1]　　　・ 図示（図面番号：　　　）

戸の見込み寸法　　　　　・ 図示(図面番号：　　　　)

枠及びくつずりの材料　　・ 図示(図面番号：　　　　)

　引戸の召合わせ　　・ いんろう付き　図示（図面番号：　　　　）

フラッシュ戸の形状

かまち戸　　かまち、鏡板の樹種　　・ 図示(図面番号：　　　　)

　種類、材面の品質　　　　　　　　・ 図示(図面番号：　　　　)

　接着の程度　　・ 1類（水掛り）、2類（その他）　・（　　　　）

　表面板の厚さ　　　・ 標準仕様書[表16.7.6]　　・（　　　　　）

ふすま　　　　　　　上張の種類　　・ 図示(図面番号：　　　　)

　　　　　　　　　　縁の仕上げ　　・ 図示(図面番号：　　　　)

留め材　　　・ シーリング　　・ ガスケット(　　　　　　)

ガラス溝の寸法、形状等

　・ 標準仕様書[表16.14.1]　　・ 図示(図面番号：　　　　)

熱線反射ガラスの映像調整　　　・実施する

(16.14.2)

(16.14.3)

(16.14.4)

(表16.14.1)

板ガラスの種類、厚さ、特性による種類等

(16.11.2)

(表16.11.1)

開閉機能による種類　　・ 図示（図面番号：　　　　）

シャッターの種類　　　・ 図示（図面番号：　　　　)

鋼板の種類　　　・ 図示（図面番号：　　　　)

　　　　　　　　・めっき付着量　　・Z12  ・F12  ・（　　）

管理用シャッター、外壁用防火シャッター

　　・ 耐風圧強度(　　　　　　Pa 以上)

管理用シャッターのシャッターケース　・ 図示（図面番号：　　　）

1.材料

塗
　
装
　
工
　
事

2.施工一般

～(18.14.2)

(18.2.2) 種類

塗料塗り

種別

SOP ・ A種

・ B種

・ A種

・ B種

・ C種

・ A種

・ B種

・ A種

・ B種

施工箇所
素地

ごしらえ

錆止め塗料

の種類

下地の

種類

ボード面

施工箇所3.耐候性塗料

　塗り(DP)

(18.7.2)

(表18.7.1)

上塗り等級 ｺﾝｸﾘｰﾄ,ECP面における種別

・ 1級　・ 2級 ・ A種　・ B種

・ C種

(18.7.4)

下地の種類

内
　
装
　
工
　
事

2.ビニル床タイル

　張り

(19.2.2)

寸法 種類 厚さ(mm)

・ 300×300 ・ コンポジションビニル

　 床タイル

半硬質 ・ 2.0

・ コンポジションビニル

　 床タイル

軟質 ・ (　　　)・ 450×450

・ ホモジニアスビニルタイル ・ (　　　)

1.ビニル床シート

　張り

(19.2.2) ・ 突付け・ (　　　　) ・ 柄物

種類 厚さ(mm)色柄

・ NC　　・ NF ・ 無地 ・ 溶接

継目

・ 2.0

・ (     )

16

建
　
具
　
工
　
事

17

18

高さ　　・ 図示(図面番号：　　　　)　　・ 60mm

厚さ　　・ 図示(図面番号：　　　　)　　・ 1.5mm以上(19.2.2)

下地　　・　モルタル　・　ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞ　・　木造

　　　　・（　　　　　　　）

(19.2.3)

継目　　・ 突付け　・ 熱溶接工法

(表19.3.1)

(表19.3.2)

(19.3.3)

(19.3.4)

3.ビニル幅木

4.施工

5.ｶｰﾍﾟｯﾄ敷き

　 カーペット

色柄 パイル形状種別

　 カーペット

・ 無地

・ 柄物

パイル長

・ 5～7mm

・ 4～6mm

・ ループ

・ カット ・ 全面接着

・ タフテット ・ グリッパー

・ 無地

・ 柄物

・ ニードル

　 パンチ

総厚さ

・ (　　　)

・ 全面接着

・ 無地

・ 柄物

・ ループ

・ カット

・ タイル 総厚さ、サイズ ・ 全面接着

　 カーペット ・ 6.5mm ・

・ 500角 ・

パイル長・総厚 工法

・ 弾性ウレタン塗床材(JISK 5970)

(19.4.2)

(表19.4.4)

～(表19.4.8)

(表19.4.5)

　　・ 平滑仕上げ　　・ 防滑仕上げ　　・ つや消し仕上げ

・ エポキシ樹脂塗床材(JISK 5970)

　　・ 薄膜流し展べ仕上げ

　　・ 厚膜流し展べ仕上げ(　・ 平滑　　・ 防滑　　)

　　・ 樹脂モルタル仕上げ(　・ 平滑　　・ 防滑　　)

　　・ 塗膜型塗床材仕上げ

開閉機能による種類　　・ 図示（図面番号：　　　　）

スラットの形状　

(16.12.2)

(表16.12.1)

(16.12.3)

(16.12.4)

スラットの材質、めっき付着量

6.合成樹脂塗床

　　　　　　　　　　　　　　・　(透明塗料塗り)ラワン　・　(不透明塗料塗り)しな

　張り

(19.5.2)

(19.5.4)

(19.5.5)

(19.5.6)

(19.5.7)

材料　　・　単層フローリング

　　　　　・　ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾎﾞｰﾄﾞ(1等)　・　ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ(1等)　

　　　　　・　ﾓｻﾞｲｸﾊﾟｰｹｯﾄ(1等)

　　　　・　複合フローリング

・ (　　　　)

・ なら

　 (根太張用)

　 (根太張用)

・ 複合フローリング

・ フローリングボード

・ C種

・ B種

・ A種

材料 樹種種別

・ 釘留め工法

　 (直張用)

　 (直張用)

　 (直張用)

　 (直張用)

・ 図示

 (　　　)

・ 図示

 (　　　)

・ 図示

 (　　　)

・ 接着工法

　　　　　・ オイルステイン塗りのうえワックス塗り

　　　　　・ 生地のままワックス塗り

　　　　　・ (　　　　　　)

種別　　・ A種　　・ B種　　・ C種　　・ D種

(19.6.2)

(表19.6.1)

・ ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾎﾞｰﾄﾞ

・ ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ

・ 複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ

・ ﾓｻﾞｲｸﾊﾟｰｹｯﾄ

材料 樹種

・ なら

・(　　 )

厚さ(mm) 大きさ(mm)

・ C種

・ A種

・ B種

裏面緩衝材

・ 　合成樹脂 発泡シー ト

現場塗装

　仕上げ　・ ウレタン樹脂ワニス塗り(・ A種　　・ B種)

　・ D種の畳床TK-（　・ Ⅰ　　・ Ⅱ　　・ Ⅲ　　・ Ⅳ)

　その他のボード

(19.7.2)

(19.7.3)

(表19.7.1)

(表19.7.4)

(表19.7.5)

・ せっこうボード

・ トラバーチン模様・ 化粧せっこうボード

・ 木目模様

・ 普通

・ 立体模様 ・ (　　　　　　)

壁

天井

・ 9.5(不燃)

・ 9.5(準不燃)

・ (　　　　　　)

・ 9

厚さ(mm)種別材種

・ 9.5(準不燃)

・ 12.5(不燃)

・ ロックウール化粧

　 吸音板

・ けい酸カルシウム板 ・ タイプⅡ0.8FK

合板張り

　・　普通合板　表面の樹種　・　生地のまま

　　　　　　　　　　　　　　・　(　　　　　　　　　　　)

　　　　　　　　品質（　　　　　　　）　厚さ（　　　mm）　　　　　　　　品質（　　　　　　　　　）

　　　　　　　　接着の程度　・　1類(湿潤箇所)　・（　　　　）m）

　　　　　　　　防虫処理　・（　　　　　　）

　・　天然化粧合板　化粧板の種類　・（　　　　）

　　　　　　　　防虫処理　・（　　　　　　）

　・　特殊加工合板　化粧加工の方法

　　　　　　　　接着の程度　・　1類(湿潤箇所)　・（　　　　）m）

　　　　　　　　厚さ（　　　mm）

　　　　　　　　　　　・　オーバーレイ　・　プリント

　　　　　　　　　　　・　塗装　・（　　　　　　）

　　　　　　　　表面性能（　　　　　　　）　厚さ（　　　mm）

　　　　　　　　接着の程度　・　1類(湿潤箇所)　・（　　　　）m）

防湿処理　　・ 図示(図面番号：　　　)

内
　
装
　
工
　
事

18

水切り板、ぜん板等　　・図示（

　・  FL+1500以内

・ 耐風圧強度　メーカー仕様による

　　　　　　・ メーカー仕様による

　・ メーカー仕様による　　・ オーバーラッピング形

　・ 図示

防火材料の指定箇所(　1階車庫 壁、天井　)

・ 3級(ｳﾚﾀﾝ樹脂)

・ 9.5(準不燃)

・ 6.0(不燃)

・ 8.0(不燃)

・化粧ケイ酸ｶﾙｼｳﾑ板 ・ 6.0(不燃)・ UVコート仕上げ

壁

外部 鉄骨

6.ステンレス製

7.木製建具

8.建具用金物

9.重量シャッター

10.軽量シャッター

11.ガラス 7.フローリング

8.畳敷き

9.せっこうボード、

　・ A種　　　・ B種　　　・ C種　　　　・（ 住宅用 ）

工事名

図面名

頁数

アトリエ73設計事務所

一級建築士事務所登録第1-2481号　一級建築士登録第343708号　大久保 雅章
一級建築士登録第210968号　大久保 和英

日付

2024.

特記仕様書４

　　　　　　・ JIS G 3322  ・ AZ90         ・（　　）

鉄鋼面

JIS-K5621

　及び合板張り

（網入りガラス網部小口は錆止め処理を施す）

EP

UC ・ A種

・ B種 内部 木部
・ A種

・ B種

A-05

大
久
保

内部 天井

内部

薦原分団薦生地区消防ポンプ庫解体
及びコミュニティ消防センター新築工事

A-14



松阪興産 HDｳｫｰﾙ同等品

(22.6.2)

(22.6.3)

種類

　・　加熱系　構成及び厚さ（　　　　　　　　　）

　　　　混合物　・　アスファルト　・　石油樹脂系

　　　　添加材　・　着色骨材　・　自然石

　・　常温系　

　　　　着色部下部　・　アスファルト舗装　・　コンクリート舗装

舗装材料及び厚さ

ストレートアスファルト

　　厚さ(mm)　・（　　　）　・ 図示(図面番号：　　　　)

　ファルト舗装

(22.7.2)

(表22.7.1)

・ 透水性アス

遮音シール材

　・ 適用する(・ シーリング材　　・ ジョイコンパウンド)

せっこうボードの目地工法

　・ 継目処理　　・ 突付け　　・ 目透し

(19.7.2) ・ 25

種別材種 工法

・ 吸音用グラス

　 ウールボード

・ グラスウール

　 成型板

・ 2号32K ・ グラスクロス19

・ 化粧ボタン止め

　 メッシュ張り(小口共)

　(タテ、ヨコ共@300程度)

厚さ(mm)

特定フロンを含まないもの

合板類の張付け　　・ B種　　・ A種

下地　　・　軽量鉄骨　　・　木造　　・（　　　　　　）

(19.8.2)

施工箇所 材料 防火性能 品質

素地ごしらえ

(19.9.2)

・　フ ェノールフ ォーム断 熱材

施工箇所 材種 種類 厚さ(mm)

・　硬 質ウレタン フォーム 断熱材

・　押出法 ポリスチ レンフォー ム断熱材 (スキン層 なし)

・　ビーズ 法ポリス チレンフォ ーム断熱 材

・　 ビーズ法 ポリスチレ ンフォー ム保温材

・ 　押出法 ポリスチレ ンフォー ム保温材 (スキンな し)

・　A種 硬質ウレタ ンフォー ム保温材

・　フェ ノールフ ォーム保温 材(3種 2号 を除く)

せっこうボード面　　　　　・ B種　　・ A種

コンクリート面　　　　　　・ B種　　・ A種

モルタル・プラスター面　　・ B種　　・ A種

(20.2.5)

表面仕上　　・ メラミン樹脂系化粧板

　　　　　　　・ ポリエステル樹脂系化粧板

幅木　　　　・ 図示(図面番号：　　　　)

扉小口の材質　　・ ステンレス製　　・ アルミ製

1.トイレブース

・ ステンレスSUS304製　ビニルタイヤ入り(両端フラットエンド付き)

・ (　　　　　　)

工法　　・ 接着工法　　・ 埋込み工法

(20.2.6)

　ホワイトボード

(20.2.8)

寸法　　・ 約35mm　　・ 図示(図面番号：　　　　)

黒板の種類　　・ 焼付け　　・ (　　　　　　)

黒板の色　　　・ 緑　　　　・ (　　　　　　)

(20.2.10) ・ (　　)・ 室名札

・ (　　) ・ (　　)

・ アクリル

区分 材質

・ (　　)

取付方法厚さ

・ 案内板

・ (　　)

・ アクリル

・ (　　)

・ (　　)・ (　　)

・ (　　　)

　 スクリーン印刷

・ シルク

　 スクリーン印刷

・ シルク

寸法 印刷等の種類

・ (　　　)

・ 5mm

・ 5mm

・ 衝突防止表示　　　　図示（図面番号：　　　　）

・ 非常用進入口表示　　図示（図面番号：　　　　）

(20.2.12)

・ アルミニウム

・ 横形

・ 縦形

ブラインド

ブラインド

・ (　　)

　合金 ・ コード式

・ ギヤ式

・ (　　)

・ (　　)

・ 25 ・ 鋼製

・ (　　)

・ (　　)

スラット 開閉方式

成形幅(mm)

スラットの

・ アルミニウム

ボトムレールの種類

形式

・ (　　)

　合金 ・ コード式

・ ギヤ式

・ (　　)

・ 80

・ 100

・ (　　)

ヘッドボックス・

内
　
装
　
工
　
事
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19

雑
及
び
そ
の
他
工
事

(22.9.2) ・ 建物周囲　　・　B種　　・ A種　　・ (　　　　　　)

5.砂利敷き

(23.3.2)

(23.3.3)

樹木の種類　　・ 図示(図面番号：　　　　)

寸法　　　　　・ 図示(図面番号：　　　　)

株立数　　　　・ 図示(図面番号：　　　　)

刈込み　　　　・ あり　　・ なし

支柱材

　・ 丸太(防腐処理方法　　・ 加圧式防腐処理方法　　・ (　　　))

　・ (　　　　　　)

支柱形式　　　　・ 鳥居形　　・ 八ツ掛け系　　・ (　　　　)

幹巻き用材料　　・ 幹巻き用テープ　　・ わら　　・ もこ

引渡しの日から　　・ 1年　　・ (　　　　)

　枯補償

(23.3.4)

6.植樹

　新植樹木の

会議室壁 ビニールクロス 不燃 スーパー耐久性

外壁、天井 ・　繊 維系断熱 材 ５０

10.吸音材張り

11.壁紙張り

12.断熱材

2.階段滑り止め

3.黒板及び

4.表示

5.ブラインド

6.アルミ庇

7.プラ木レン 既製品　H=206　フクビ ﾌﾘｰﾌﾛｱｰﾌﾟﾗ木ﾚﾝ同等品

8.ﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ 既製品　t=20　アイカ VPA同等品

既製品　W=900 L=2,700　アルフィン AD2N同等品

9.ｽﾁｰﾙﾗｯｸ 既製品　L1,800×D450×H2,100　コクヨ M1-7655N同等品

10.木製流し台 既製品　L=1,500　LIXIL GKｼﾘｰｽﾞ 同等品

付属アルミ水切りカバー共

・ 駐車場部　　・　A種　　・ B種　　・ (　　　　　　)

7.Ｌ型擁壁 既製品Ｌ型擁壁　H=1,800

工事名

図面名

頁数

アトリエ73設計事務所

一級建築士事務所登録第1-2481号　一級建築士登録第343708号　大久保 雅章
一級建築士登録第210968号　大久保 和英

日付

2024.

特記仕様書５

11.埋蔵文化財

包蔵地に

おける土木

工事

（試堀等）

及び工事立合いを行うため、監督員等の指示に従い誠意を持って

対応する事。

・慎重工事

（事業工事）

・対象工事（土木工事）、（給排水設備工事）、（機械設備工事）、

20

外
　
構
　
工
　
事

・ ネットフェンス　・ 網材種( ・ ビニル被覆鉄線　　・ (　　　))

・ メッシュフェンス

　　 網材種( ・ 樹脂皮膜　　・ 工場塗装　　・ (　　　))

・ 排水溝

(21.2.1)

(表21.2.1)
備考呼び径管の種類材種

・ 硬質ポリ塩化ビニル管

排水管用材料

・ 排水桝

材質 用途 適用荷重 備考メインバーピッチ

(21.2.1)

・　適用荷重（　　　）

(22.2.2)

(22.2.3)

(表22.2.2)

(22.2.4)

(22.2.5)

　添加量(　　　　)kg/㎡(目標CBR　　・ 5以上　　・ (　　　　))

　　　　　・ 消石灰(　　　　)号

　　　　　・ フライアッシュセメントB種　　・ 生石灰(　　　　)号

　種類　　・ 普通ポルトランドセメント

添加材料による安定処理

路床安定処理　　・ 行う

　・ フィルター層　　・ 砂　　

　・ 凍上抑制層　　・ 切込み砂利　　・ 砂　　・ (　　　　　　)

　・ 遮断層　　・ 川砂　　・ 海砂又は良質な山砂

・ 透水性アスファルト舗装

・ アスファルト舗装

・ カラー舗装

・ 再生クラッシャラン

・ クラッシャラン

　 鉄鋼スラグ

・ インターロッキング

　 ブロック舗装

・ (　　　　　　)

・ クラッシャラン

・ (　　　　　　)

舗装の種類 舗装の厚さ(mm)

車道部　　歩道部

路盤材料

・ (　　) ・ (　　)

・ (　　) ・ (　　)

・ (　　) ・ (　　)

・ (　　) ・ (　　)

(22.3.2)

(表22.3.1)

(22.3.3)

(表22.3.2)

(22.3.5)

　舗装 　　　　　　　　・ A-3-10　　・ (　　　　　　)

表層及び基層の種類

　・ 加熱アスファルト混合物　　・ 再生加熱アスファルト混合物

路盤材料

　・ クラッシャラン　　・ 再生材クラッシャラン　　・ (　　　　)

シールコートの施工　・ 行う（適用範囲　図示（図面番号：　　　　))

(22.4.2)～

(22.4.6)

(表22.4.1)～

(表22.4.6)

試験　・　アスファルト混合材等の抽出試験

早強セメント　　・ 使用しない　　・ 使用する

　舗装 注入目地材料　　・ 低弾性タイプ　　・ 高弾性タイプ

(22.5.2)～

(22.5.6)

1.フェンス

2.排水管

3.排水桝等

4.舗装工事

・ 路盤

・ 路床

　　種類及び寸法　・ 図示

・ ふた/グレーチングの種類　・ 図示

　・ 図示

舗装厚　　　　　・ 図示

・ 格子フェンス

　　 網材種( ・ 樹脂皮膜　　・ 工場塗装　　・ (　　　))

JFE建材　Jﾒｯｼｭ J型同等品

VP 75

150既製台付管・ 既製品台付管

　　種類及び寸法　・ 図示（既製品ＲＣ桝、既製品道路用桝）

　　種類及び寸法　・ 図示（既製品Ｕ字溝、既製品ＶＳ側溝）

・ コンクリート

・ アスファルト

・計画場所は、埋蔵文化財包蔵地にあたるため、確認調査

構造　　　　・標準仕様書［図22.5.1］　　・（　　　）

目地　　・種類（目地棒）　　・間隔（　　）

A-06

・ カラー舗装

大
久
保

薦原分団薦生地区消防ポンプ庫解体
及びコミュニティ消防センター新築工事

グラスウー ル32K

路床の材料（厚さは図示（図面番号：A-18　　　　））



大
久
保

申請地:名張市薦生227-1

既設消防ﾎﾟﾝﾌﾟ庫位置:名張市薦生236

法42条2項道路(市道:薦生中央線)

法
42 条

2項
道

路
( 市

道
: 崎

切
1 号

線
)

戸建住宅

工事名

日付

縮尺 頁数図面名

設計事務所

一級建築士事務所登録第1-2481号　一級建築士登録第343708号　大久保 雅章
一級建築士登録第210968号　大久保 和英

現場事務所・工事車両駐車場位置
※ 詳細位置は監督員協議

※ 公民館トイレ利用可

薦原分団薦生地区消防ポンプ庫解体

S=1/2500
付近見取図

2024.10
A-07

アトリエ73

及びコミュニティ消防センター新築工事



3850

3850
6150275

275 275

水
上

:2
8
00

水
下

:2
7
00

835 535375 375

35
0

45
0

20
0
0

3
10

0

コンクリート打放し アクリルリシン吹付　　　

コンクリートブロック化粧目地積 アクリルリシン吹付　　　

コンクリート打放し　

モルタル刷毛引 アクリルリシン吹付　　　　　

付　近　見　取　図

※ Ａ・Ｂ・Ｄは石綿含有建材(レベル３)

※ 建物上部解体

解体

存置

工事名

日付

縮尺 頁数図面名

薦原分団薦生地区消防ポンプ庫解体

S=1/100
既存ﾎﾟﾝﾌﾟ庫1

2024.10
A-08

アトリエ73設計事務所

一級建築士事務所登録第1-2481号　一級建築士登録第343708号　大久保 雅章
一級建築士登録第210968号　大久保 和英

及びコミュニティ消防センター新築工事

大
久
保



・案内看板 450×1250 H600 RC40(t100)

改修 配置平面図 S=1:100現況 配置平面図 S=1:100

工事名

日付

縮尺 頁数図面名

薦原分団薦生地区消防ポンプ庫解体

S=1/100
既存ﾎﾟﾝﾌﾟ庫2

2024.10
A-09

アトリエ73設計事務所

一級建築士事務所登録第1-2481号　一級建築士登録第343708号　大久保 雅章
一級建築士登録第210968号　大久保 和英

及びコミュニティ消防センター新築工事

≒59.708m2

敷地面積

23.678m2

建物床面積

60
0

1,
3
00

1,
9
00

3,
20

0
4,

0
30
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88
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510 6,150 275 920

7,855

400 5,000

27
5
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8
50
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4
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0
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0

±0

-230

-260

-320

-30

-125

-15 -30

+20

+40

-320

-60

-170

-80

ポンプ庫【撤去】
※基礎立上り 一部残置

明王寺案内看板 移設

ホース乾燥塔【撤去】

 W800×H4200 柱□:80

:着色部 基礎立上り及び土間コン はつり 32.8m2
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3
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9
00
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0
4,

0
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0
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8
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7
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0

±0

-230
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-320

-60
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1/10

-70 -100

-80

3,000

⇒

FPA-7SF-F00

車止めポール（差込式）

※(株)ｻﾝﾎﾟｰﾙ 同等品可

-15

明王寺案内看板　移設
6本 @1500

敷
地

境
界

道
路

境
界

線

畑

53
0

1
10

A-A' 断面図 S=1:100

大
久
保

※解体後 基礎立上り及び側面のﾓﾙﾀﾙ補修を行うこと。

・車止めポール基礎 250×250×250　RC40 t100

:着色部 駐車場部コンクリート(t100)　復旧 31.7m2(車止等基礎除く)

既設取合 あと施行アンカー D10L450 @450

A A'

既存建物基礎

※基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ強度　Fc21N/mm2 S15

RC40(t=150) 溶接金網(φ5-150×150) 土間コン(Fc18N/mm2 S8) 金鏝仕上げ



工事名

日付

縮尺 頁数図面名

薦原分団薦生地区消防ポンプ庫解体

S=1/50・25
既存ﾎﾟﾝﾌﾟ庫3

2024.10
A-10

アトリエ73設計事務所

一級建築士事務所登録第1-2481号　一級建築士登録第343708号　大久保 雅章
一級建築士登録第210968号　大久保 和英

及びコミュニティ消防センター新築工事

3
50

2,
00

0
35

0

大
久
保



工事名

日付

縮尺 頁数図面名

薦原分団薦生地区消防ポンプ庫解体

S=1/100

2024.10
A-11

アトリエ73設計事務所

一級建築士事務所登録第1-2481号　一級建築士登録第343708号　大久保 雅章
一級建築士登録第210968号　大久保 和英

及びコミュニティ消防センター新築工事

道
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□　配置図　□
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久
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配置図・断面図



工事名

日付

縮尺 頁数図面名

薦原分団薦生地区消防ポンプ庫解体

S=1/100

求積図 2024.10
A-12

アトリエ73設計事務所

一級建築士事務所登録第1-2481号　一級建築士登録第343708号　大久保 雅章
一級建築士登録第210968号　大久保 和英

及びコミュニティ消防センター新築工事

丈量図
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隣
地

境
界

線
:1

8
9
0
0

道
路

後
退

線
:
1
5
4
38

道路後退線:5251

道
路
境
界
線
:4 787

17
70
1

7552

19
51

9

4187

5057

・

・

・

17,701 * 7,552

19,519 * 4,187

19,519 * 5,057

133,677

 81,726

 98,707

314.110

157.05

倍面積(m2)

面積(m2)

50
0

50
0

965

700 550

a

b

c

d

a

b

c

d

X Y X*Y
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2.013
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合計(m2) 45.00

大
久
保



工事名

日付

縮尺 頁数図面名

薦原分団薦生地区消防ポンプ庫解体

S=1/50平面図・仕上表

2024.10
A-13

アトリエ73設計事務所

一級建築士事務所登録第1-2481号　一級建築士登録第343708号　大久保 雅章
一級建築士登録第210968号　大久保 和英

及びコミュニティ消防センター新築工事

※ 外壁面内部LGSは、W50とする

　 車庫部分を除く外壁面には、ｸﾞﾗｽｳｰﾙt=50（32K品）充填

消 ：消火器 ABC粉末 10型ｽﾀﾝﾄﾞ共(機械設備工事)

◇ 無窓階検討 ◇(算定建具:SS-1,AD-1)・必要面積:7.50*6.00/30 = 1.50

(3.20*2.50)+(0.75*2.50) = 9.875 > 1.50 ∴OK

天井伏図
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特記なき仕上材は、Ｆ☆☆☆☆製品を使用する。内部仕上表

天井回り縁壁

-

塩ビ

屋根材現し(平12建告1400号)C面：ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板t=8.0目地貼 EP 下地LGS(平12建告1400号)

化粧PB t=9.5貼り　下地LGS(平12建告1401号)

ビニールクロス貼り　下地PBt=12.5 LGS(平12建告1400号) 化粧PB t=9.5貼り　下地LGS(平12建告1401号)

コンクリート打放し修正

化粧ｹｲｶﾙ板t=6.0貼　下地耐水PBt=12.5 LGS(平12建告1400号)

室名

便所

会議室

車庫

流し台・前面

踏　込

床

CFｼｰﾄt=2.5貼り

下地　ラワン合板t=5.5 ＋ 構造用合板 t=12.0

　　　プラ木レン(捨張り仕様)

床高(設計GL+)

+350～+380

+400

+600

+400

ソフト巾木 H=60

ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ50角貼り

流し台(L=1500、ｱﾙﾐ水切り)

ブラインド（ﾍﾞﾈｼｬﾝ）

天　井

化粧ｹｲｶﾙ板 t=6.0貼 下地耐水PBt=12.5 LGS(平12建告1400号)

ビニールクロス貼り　下地PBt=12.5 LGS(平12建告1400号)

モルタルコテ押え t=30 モルタルコテ押え t=20

服掛けフック・スチールラック

ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ50角貼り

屋根ｹﾗﾊﾞﾀｲﾄﾌﾚｰﾑ受け鉄骨
C-100*50*20*2.3

軒樋：塩ビ前高 W150
カラー

化粧PB t=9.5貼り 下地LGS
(天井裏 GWt=50 24K敷込み)
廻縁 塩ビ廻縁

庇：ｱﾙﾐ既製品 W=900 L=2,700
(ｱﾙﾌｨﾝAD2N 同等品)

既製品鼻隠しﾊﾟﾈﾙ
四周 H=450

ｼ
ｬｯ

ﾀｰ
BO

X

廻縁 既製品化粧廻縁

化粧PB t=9.5貼り　下地LGS

点検口

SOP塗装

屋根ﾙｰﾌﾃﾞｯｷ裏 素地

屋根ﾙｰﾌﾃﾞｯｷ裏 素地

+330

+330

服掛け(壁固定)

ｽﾁｰﾙﾗｯｸ

ｽﾌﾟﾙｽ 30*60 L=2400 OP
真鍮製ﾌｯｸ 8個付

ｺｸﾖ　MI-7655N同等品
L1800×D450×H2100
転倒防止金具止め

床：土間ｺﾝｸﾘｰﾄ直押え

面台：ﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ(VPA)

ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ

SUSｱﾝｸﾞﾙ
L-40*40*3.0 ｱﾝｶｰ止め

+330

+400

+600

+380+350

上框：既製品集成材 90*90

床：ﾓﾙﾀﾙｺﾃ押え
既製品集成材ｺｰﾅｰ

AW

AW

AW

AW
2

AD
3

AD
2

AD
1

踏込

LGS65

LGS65

L
GS

10
0

1
SS

-20

+120

+50

犬走：土間ｺﾝｸﾘｰﾄ刷毛引き

消

流し台(木質系)
L=1500

PS

床：磁器50角ﾀｲﾙ貼り

1b

1b

1a

下地 ﾗﾜﾝ合板t=5.5
構造用合板t=12.0

床：CFｼｰﾄt=2.5貼り

ﾌﾟﾗ木ﾚﾝ(捨張り仕様)

平　面　図 天 井 伏 図

X1 X2

Y1

Y2

Y3

天井高

3,220～3,350

2,700

2,500

2,700 天井点検口 (450角）

備考

Y1

Y2

Y3

X1 X2

便所

会議室

車庫

踏込

便所

会議室

車庫

+400

ﾌ
ﾞﾗ

ｲ
ﾝﾄ

ﾞ

+300+160

+80±0

壁
芯

▽

柱
芯

△

▽
道

路
境

界
線

△
道

路
後

退
線

展開方向

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

目地切（目地棒）

目地切（目地棒）
壁

芯
△

柱
芯

▽

隣
地

境
界

線
△

壁芯△

柱芯△

目地切（目地棒）

壁芯▽

柱芯△

壁芯▽

柱芯▽

目地切（目地棒）

目地切（目地棒）

壁
芯

▽

柱
芯

△

壁
芯

△

柱
芯

▽

▽壁芯

△柱芯

△壁芯

▽柱芯

▽壁芯

△柱芯

A,B,D面：鋼材現し ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板ﾙｰﾌﾃﾞｯｷt=0.8 ﾍﾟﾌt=4.0裏貼(ﾍﾟﾌ:不燃認定品)

大
久
保

塩ビ

目地切

目地切

巾木

：コーキング

土間コンクリート直押え（目地切）

(天井裏 GWt=50 32K敷込み)



工事名

日付

縮尺 頁数図面名

薦原分団薦生地区消防ポンプ庫解体

S=1/50・100
立面図・建具表

2024.10
A-14

アトリエ73設計事務所

一級建築士事務所登録第1-2481号　一級建築士登録第343708号　大久保 雅章
一級建築士登録第210968号　大久保 和英

及びコミュニティ消防センター新築工事

平均地盤面算定(Ave.GL)：(160*7500)/2+(160+300)*6000/2+(300+80)*7500/2+(80*6000)/2 = 3645000/27000 = ∴Ave.GL:+135

±0

+160
+300 +80

±0
l=7500

l=6000 l=7500
l=6000

13
5

60007500

34
15

35
15 3
74

5

3
55

0

36
5
0

38
80

13
5

屋根：ガルバリウム鋼板ルーフデッキ葺き

既製品鼻隠しパネル　H=450

水切：ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板t=0.4　カラー

立面図　凡 例

エ

ウ

イ

ア

ア ア

ア

イイ

イ アイ

ウ

ウ

ウ

ウ

巾木：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修

縦樋：VP75 カラー

庇：アルミ既製品　W=900 L=2,700

コナーカバー：ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板t=0.4　カラー

外壁：角波ガルバリウム鋼板 t=0.4 カラー 貼り

オ

カ

キ

ク

オ

オ

オ オ

キ

キ

ク

　　　H=90ボルトレス t=0.8 カラー

　　ﾍﾟﾌ裏貼り t=4.0裏貼(ﾍﾟﾌ:不燃認定品)

（ｱﾙﾌｨﾝAD2N 同等品）

カ カ

エ
エ

エ
エ

カ

カ

下地　防水シート＋ＰＢt=12.5

西立面図

東立面図 北立面図

南立面図

ク

ク

+300

+160
+80

±0

+300

+80
+160

±0

キ

設計GL(±0)△

Ave.GL+135▽
△Ave.GL+135

△水下

▽水上

▽建物高

水下△

軒高水上▽

建物高▽

△設計GL(±0)

大
久
保

会議室：ﾌﾛｰﾄｶﾞﾗｽ　t=5.0

車庫　：型板ｶﾞﾗｽ　t=6 型板ｶﾞﾗｽ　t=6

25
00

3200

70
0

680

1
10

0

1650AD-1:800

姿　図

建具名称

硝　子

見　込

材種・仕上

金　物

1
AD記号・数量 AD

2 各１ヶ所

建　具　リ　ス　ト S=1/100

1
SS

１ヶ所
AW

2
AW

１ヶ所
AD
3

ｱﾙﾐ

半外付ｱﾙﾐ片開き框戸

腰ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ、SUS沓摺、その他付属金物一式

ｱﾙﾐ

ﾌﾛｰﾄｶﾞﾗｽ　t=5.0

外付ｱﾙﾐ片引き框戸

腰ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ、SUS沓摺ﾚｰﾙ、その他付属金物一式

引き手付きｼﾘﾝﾀﾞｰ錠/屋内側ｻﾑﾀｰﾝ錠

１ヶ所

ｱﾙﾐ

半外付ｱﾙﾐ引違い窓

ｸﾚｾﾝﾄ、SUS網戸、ｱﾝｸﾞﾙ

その他付属金物一式

ｱﾙﾐ

半外付ｱﾙﾐ引違い窓

ｸﾚｾﾝﾄ、SUS網戸、ｱﾝｸﾞﾙ

ｱﾙﾐ面格子、その他付属金物一式

軽量ﾊﾞﾗﾝｽｼｬｯﾀｰ

ｽﾁｰﾙｽﾗｯﾄ t=0.6　ﾒｰｶｰ標準焼付塗装

ﾒｰｶｰ標準付属金物一式（角形ｹｰｽ　鍵付き）

ｽﾁｰﾙ三方枠（ﾒｰｶｰ標準焼付塗装）

ﾒｰｶｰ仕様による(95程度) ﾒｰｶｰ仕様による(70程度) ﾒｰｶｰ仕様による(70程度) ﾒｰｶｰ仕様による(70程度)

名張消防団薦原分団

薦生ポンプ庫

指定文字：ｶｯﾃｨﾝｸﾞｼｰﾄ貼り(※15文字)

消防団ﾏ-ｸ：ｶｯﾃｨﾝｸﾞｼｰﾄ貼り

AW
1a 1b 1b  2ヶ所

1a  1ヶ所

AD-2:720

20
0
0

770

20
0
0

ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ:b1*2ｹ所

名張消防団薦原分団

薦生ポンプ庫

指定文字(上段9字/下段6字)

型板ｶﾞﾗｽ　t=6

額　縁 MDF MDF MDF MDF MDF

SUS丁番、ﾄﾞｱﾁｪｯｸ、ｱﾝｸﾞﾙ
AD-2　握り玉付きｼﾘﾝﾀﾞｰ錠/屋内側握り玉付き空錠、表示錠/屋内側ｻﾑﾀｰﾝ錠
AD-1　握り玉付きｼﾘﾝﾀﾞｰ錠/屋内側握り玉付きｻﾑﾀｰﾝ錠



工事名

日付

縮尺 頁数図面名

薦原分団薦生地区消防ポンプ庫解体

S=1/50
展開図

2024.10
A-15

アトリエ73設計事務所

一級建築士事務所登録第1-2481号　一級建築士登録第343708号　大久保 雅章
一級建築士登録第210968号　大久保 和英

及びコミュニティ消防センター新築工事

※ 外壁面内部LGSは、W50とする

2
00

0

27
0
0

27
0
0

183011001830

25
0
0

27
0
0

375060003750

27
0
0

6000

6000

3
22

0

3750

3
22

0

3
35

0

6000

3
35

0

3750

28
2
0~

2
85

0

6
00
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00
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2
50

0

2
00

0

1100 4900
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0

CH
:
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2
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0
70

0

25
0
0

9
00

11
00

50
0

9
00

11
00

50
0

20
0

4900 1100

1920

20
00

70
0

20
0

25
0
0

20
0

40
0

27
00

20
0

1100

1
20

0
30

0
70

0
50

0

1
20

0
30

0
70

0
50

0

22
00

50
0

2
00

0
70

0

70
0

1830 1920

ｽﾁｰﾙﾗｯｸ L1800*D450*H2100
ｺｸﾖ　MI-7655N同等品

ｽﾁｰﾙﾗｯｸ

転倒防止金具止め

服掛け（壁固定）
ｽﾌﾟﾙｽ 30*60 L=2,400 SOP塗装
真鍮製ﾌｯｸ8個付き

巾木：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修巾木：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修

ＣＢＡ Ｄ

既製品木製見切縁

壁：ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ貼
下地 PBt=12.5 LGS(W65)

ｿﾌﾄ巾木 H=60

露出鉄骨部 OP

既製品流し台(木質系)
既製品木製見切縁

巾木:ﾓﾙﾀﾙｺﾃ押ｴ

既製品集成材ｺｰﾅｰ

ＯＰＥＮ

既製品ｱﾙﾐ水切ｶﾊﾞｰ

既製品流し台(木質系)

巾木：ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ50角貼 H=200

既製品木製見切縁

面台:ﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ(VPA)

腰壁下地 LGS65

車 庫

塩ﾋﾞ見切縁

巾木：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修

壁：ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板 t=8.0目地貼り EP
下地LGS(W65)

巾木：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修

会議室

踏 込

踏 込

壁：ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ貼
下地 PBt=12.5 LGS(W50)
(外壁部 GWt=50 32K充填)

壁：ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ貼
下地 PBt=12.5 LGS(W50)
(外壁部 GWt=50 32K充填)

壁：ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ貼
下地 PBt=12.5 LGS(W65)

踏 込

ＣＢＡ Ｄ

踏 込

Ｄ

既製品集成材ｺｰﾅｰ

壁：化粧ｹｲｶﾙ板 t=6
下地 耐水PBt=12.5 LGS(W100)

露出鉄骨部 OP

壁：ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ貼
下地 PBt=12.5 LGS(W50)
(外壁部 GWt=50 32K充填)

巾木:ﾓﾙﾀﾙｺﾃ押ｴ

巾木：ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ50角貼 H=200

既製品木製見切縁

壁：化粧ｹｲｶﾙ板 t=6
下地 耐水PBt=12.5 LGS(W65)

壁：化粧ｹｲｶﾙ板 t=6
下地 耐水PBt=12.5 LGS(W100)

下地 耐水PBt=12.5 LGS(W50)
(外壁部 GWt=50 32K充填)

壁：化粧ｹｲｶﾙ板 t=6
下地 耐水PBt=12.5 LGS(W50)
(外壁部 GWt=50 32K充填)

壁：化粧ｹｲｶﾙ板 t=6

ＣＢＡ Ｄ

巾木：ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ50角貼 H=200

既製品木製見切縁

巾木：ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ50角貼 H=200

既製品木製見切縁

便 所

ｿﾌﾄ巾木 H=60 ｿﾌﾄ巾木 H=60

大
久
保

塩ﾋﾞ廻縁 塩ﾋﾞ廻縁塩ﾋﾞ廻縁

露出鉄骨部 SOP

露出鉄骨部 SOP

露出鉄骨部 SOP

　 車庫部分を除く外壁面には、ｸﾞﾗｽｳｰﾙt=50（32K品）充填



図面名

工事名

日付

縮尺 頁数

薦原分団薦生地区消防ポンプ庫解体

S=1/30
矩計図1

2024.10
A-16

アトリエ73設計事務所

一級建築士事務所登録第1-2481号　一級建築士登録第343708号　大久保 雅章
一級建築士登録第210968号　大久保 和英

及びコミュニティ消防センター新築工事

床：土間ｺﾝｸﾘｰﾄ直押え

AWAW

壁
芯

△

柱
芯

▽

壁
芯

▽

柱
芯

△

X1

▲ＧＬ

▲水下

▼水上

車 庫

H=90ﾎﾞﾙﾄﾚｽ t=0.8
ﾍﾟﾌt=4.0裏貼り(外部は無し)

屋根：ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板ﾙｰﾌﾃﾞｯｷ葺き

軒樋：ｶﾗｰ塩ﾋﾞ前高 W150

換気面戸

既製品鼻隠しﾊﾟﾈﾙ H=450

水切：ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板t=0.4

巾木：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修

換気面戸

乗入：土間ｺﾝｸﾘｰﾄ刷毛引き

L-40*40*3.0 ｱﾝｶｰ止め
SUSｱﾝｸﾞﾙ

土間ｺﾝ t=150
土間鉄筋　D10＠200SC

防湿ｼｰﾄ t=0.15 2重敷　敷砂 t=30
再生砕石 t=100

1
SS

土間ｺﾝ t=150

再生砕石 t=100
土間鉄筋　D10＠200SC

▼水上

▼
道

路
後

退
線

鉄部SOP塗装

▼建物高

下地 防水ｼｰﾄ+PBt=12.5
外壁：ｶﾗｰ角波ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板貼りt=0.4

巾木：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修

1a
1b

6000

1455710145

X2

7500

Y1 Y2 Y3

35
50 3
65

0

10
0

23
0

38
80

400600

3
35

0

3
22

0
～

33
50

25
0
0

15
0

30
0

1860

20

車 庫会議室

300300

60
0

2
50

0

9
00

50
0

1
10

0

145145 37053505

37503750

1
10

0
11

5
0～

11
80

3
22

0
～

33
50

壁：ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板 t=8.0目地貼り
EP塗装　下地LGS(W65)

120

H=90ﾎﾞﾙﾄﾚｽ t=0.8
屋根：ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板ﾙｰﾌﾃﾞｯｷ葺き

30
15

0

18
0

13
0

10
0

3
00

25
0

20
0

85
0

140

2000

ﾍﾟﾌt=4.0裏貼り(外部は無し)

設計GL(±0)△

Ave.GL+135▽

+300▽

+660▽

+120▽

設計GL(±0)△

Ave.GL+135▽

+300▽

基礎高:GL+660▽

+40▽

+370▽土間L:GL+370▽ ▽車庫FL:GL+350~380

▽基礎高:GL+660

800

△
隣

地
境

界
線

壁
芯

△

柱
芯

▽

壁
芯

△

柱
芯

▽

壁
芯

▽

柱
芯

△

犬走：土間ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ押え

土間ｺﾝ t=100

再生砕石 t=100
溶接金網 5.0*200*200

▽会議室FL+600

既設U字溝

1
30

大
久
保

床：土間ｺﾝｸﾘｰﾄ直押え（目地切）

(目地切)

巾木：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修



図面名

工事名

日付

縮尺 頁数

薦原分団薦生地区消防ポンプ庫解体

S=1/30
矩計図2

2024.10
A-17

アトリエ73設計事務所

一級建築士事務所登録第1-2481号　一級建築士登録第343708号　大久保 雅章
一級建築士登録第210968号　大久保 和英

及びコミュニティ消防センター新築工事

壁
芯

▽

柱
芯

△

壁
芯

△

柱
芯

▽

壁
芯

▽

柱
芯

△

会議室

天井：化粧PB t=9.5貼り　下地LGS
（天井裏 GWt=50 32K敷込み）

壁：化粧ｹｲｶﾙ板 t=6.0貼り　

床：ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ50角貼り

巾木：ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ50角貼り

既製品鼻隠しﾊﾟﾈﾙ
H=450

換気面戸

既製品木製見切縁

（外壁部 GWt=50 32K充填）

外壁：角波ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板 t=0.4
下地 防水ｼｰﾄ+PBt=12.5

下地 耐水PB t=12.5 LGS（W50）

▲水下

▼水上

▼建物高

3
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X1

6000

1455710145

X2

1860

換気面戸

土間ｺﾝ t=150
土間鉄筋　D10＠200SC
ｽﾀｲﾛﾌｫｰﾑ t=25
防湿ｼｰﾄ t=0.15 2重敷　敷砂 t=30
再生砕石 t=100

(外壁部 GWt=50 32K充填)

壁：ﾋﾞﾆ-ﾙｸﾛｽ貼り

天井：化粧PB t=9.5貼り　下地LGS
（天井裏 GWt=50 32K敷込み）

ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ

束 45*60@455以内

きわ根太 45*60

床：CFｼｰﾄt=2.5貼り
下地ﾗﾜﾝ合板t=5.5+構造用合板 t=12.0
ﾌﾟﾗ木ﾚﾝ(捨張り仕様)

上框：集成材既製品(塗装品) 90*90

巾木：ﾓﾙﾀﾙｺﾃ押え

床：ﾓﾙﾀﾙｺﾃ押え

縦樋：VP75 ｶﾗｰ

下地 PBt=12.5 LGS(W50)

AW

AD
1

既製品鼻隠しﾊﾟﾈﾙ H=450

乗入：土間ｺﾝｸﾘｰﾄ刷毛引き

外壁：角波ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板t=0.4

▼水上

土間ｺﾝ t=150

再生砕石 t=100
土間鉄筋　D10＠200SC

下地 防止ｼｰﾄ+PBt=12.5

1b

H=90ﾎﾞﾙﾄﾚｽ t=0.8
屋根：ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板ﾙｰﾌﾃﾞｯｷ葺き

600

会議室

軒樋：ｶﾗｰ塩ﾋﾞ前高 W150

水切：ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板t=0.4

巾木：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修

下地 防水ｼｰﾄ+PBt=12.5
外壁：ｶﾗｰ角波ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板貼りt=0.4
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庇：ｱﾙﾐ既製品

（ｱﾙﾌｨﾝAD2N 同等品）
W=900 L=2,700

8
50

既製品木製流し台

壁：化粧ｹｲｶﾙ板 t=6.0貼り

天井：化粧PB t=9.5貼り　下地LGS
（天井裏 GWt=50 32K敷込み）

既製品ｱﾙﾐ水切りｶﾊﾞｰ

床：CFｼｰﾄt=2.5貼り

　　構造用合板 t=12.0
　　ﾌﾟﾗ木ﾚﾝ(捨張り仕様)

　　下地 ﾗﾜﾝ合板t=5.5 

下地 耐水PBt=12.5 LGS（W100）

便所部分の土間ｺﾝ下は
再生砕石 t=100のみ
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X1

▼水上

設計GL(±0)△

600

1100

20
0

2
70

0

40

120

3
65

0

10
0

便 所

▲水下
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400

ﾍﾟﾌt=4.0裏貼り(外部は無し)

1860 140140

Ave.GL+135▽

土間L:GL+370▽

基礎高:GL+660▽

+80▽

+300▽

設計GL(±0)△

Ave.GL+135▽

+300▽

会議室FL:GL+600▽

土間L:GL+370▽▽便所FL:GL+400 ▽踏込FL:GL+400

800

△
隣

地
境

界
線

犬走：土間ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ押え

土間ｺﾝ t=100

再生砕石 t=100
溶接金網 5.0*200*200

既設U字溝

20
0

1
30

防湿ｼｰﾄ t=0.15 2重敷

大
久
保

塩ﾋﾞ廻縁

既製品化粧巾木 H=60

額縁(MDF)：120*25
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□　現況外構図(S=1/200)　□

既存土間ｺﾝｸﾘｰﾄt=100撤去

既存ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装撤去

既存L型側溝一時撤去

既存L型側溝復旧

1500

工事名

日付

縮尺 頁数図面名

薦原分団薦生地区消防ポンプ庫解体

S=1/30・100・200
外構図
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アトリエ73設計事務所

一級建築士事務所登録第1-2481号　一級建築士登録第343708号　大久保 雅章
一級建築士登録第210968号　大久保 和英

及びコミュニティ消防センター新築工事

11
6
00

　 上部掘削しｺﾝｸﾘｰﾄ根枷を設置埋設処理。
※ ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟｰﾙをｵｰｶﾞｰ掘削にて建て込み後,
※ 鋼材は溶融亜鉛ﾒｯｷ処理後組立て

L－75*75*6

ﾍﾞｱﾘﾝｸﾞ入り滑車(SUS)

10ヶ所
ﾎｰｽ掛けﾌｯｸ

19Φ加工
ﾎｰｽﾊﾝｶﾞｰ

根巻ｺﾝｸﾘｰﾄ:600*1000*1000 Fc24-15-20N(D13@200DC)

▽土間ｺﾝ面

SUSﾜｲﾔｰﾛｰﾌﾟφ6(切断荷重2430kg)

ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟｰﾙ

巻上ｳｨﾝﾁ(ｽﾄｯﾊﾟｰ付)

ﾎｰｽﾊﾝｶﾞｰ

14-19-5.0(ﾀﾗｯﾌﾟ付)

24
0
0

10
00

道
路

境
界

線
:
1
5
30

0

隣地境界線:8800

隣
地

境
界

線
:
1
8
9
0
0

道路境界線:5150

道
路
境
界
線
:51 26

ﾎｰｽ干台:ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟｰﾙ製(新設)

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ(金ｺﾞﾃ仕上)

□　計画外構図(S=1/100)　□

□　ﾎｰｽ干台　S=1/100　□

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ(乗入部)

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ(金ｺﾞﾃ仕上)

自在ﾊﾞﾝﾄﾞ・ｳｨﾝﾁ取付金物

1200

600

50
0

FB6溶接φ18孔

PL－6*60*680

※ 接合は全てM16ﾎﾞﾙﾄ使用

自在ﾍﾞﾙﾄ

使用荷重1600kg

ｼｬｯｸﾙM12(SUS)

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装(建築工事)

□　土間ｺﾝｸﾘｰﾄ　S=1/30　□

敷地内土間嵩上げ(ｺﾝｸﾘｰﾄ部/溶接金網)
既存土間ｺﾝｸﾘｰﾄ部目荒らしﾉ上

※ (　　)は、乗入部以外の犬走り および 既設ﾎﾟﾝﾌﾟ庫解体後の

□　ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装　S=1/30　□

既存土間ｺﾝｸﾘｰﾄ

計画建物

溶接

刷毛引き仕上

ｺﾝｸﾘｰﾄ根枷

+300+160

+350

+320+160

+120

+80±0

+50+10-20-45-60

+100+105

+55

-185-190-210

-280 -210

-250 -190

-280 -225

-300

-340

-380

-320

-400

+25

KBM:L型側溝端

+330

目地切

目地切

目地切
目地切

目地切

+330

+330

+120

-5

既存土間打継部は差筋ｱﾝｶｰ

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ(金ｺﾞﾃ仕上)

10
0
50

29
0

下層路盤(ｸﾗｯｼｬﾗﾝRC-40)
路床

密粒ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装 ﾌﾟﾗｲﾑｺｰﾄ PK-3

25
0(

20
0) 15

0(
10

0)
1
00 路床

路盤材料:再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ
切込砂利又は切込砕石

D10@200ｸﾛｽ(溶接金網:5.0*150*150)
差筋ｱﾝｶｰ:D10@200(@300)

ｺﾝｸﾘｰﾄ F=18N/mm2 SL=8cm

刷毛引き仕上(金ｺﾞﾃ仕上)

14
0

上層路盤(M-30)

下層路盤幅に対して上層路盤は+200,ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装は+300とする(両側共)

大
久
保

※仮復旧は設備工事

：撤去範囲を示す。



道
路

境
界

線
:
1
5
30

0

隣地境界線:8800

隣
地

境
界

線
:
1
8
9
0
0

道路境界線:5150

道
路
境
界
線
:512 6

※　仮囲い等の仮設は、監督員と協議の上決定する事。

□　共通仮設工事

仮囲い H=1.8m程度

工事名

日付

縮尺 頁数図面名

薦原分団薦生地区消防ポンプ庫解体

S=1/100
共通仮設図

2024.10
A-19

アトリエ73設計事務所

一級建築士事務所登録第1-2481号　一級建築士登録第343708号　大久保 雅章
一級建築士登録第210968号　大久保 和英

及びコミュニティ消防センター新築工事

※ 共通仮設は図示以上とすること。
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道路境界線:8350

隣地境界線:8530
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既存消防ﾎﾟﾝﾌﾟ庫(撤去)

既存ホース干し(撤去)

ｸ
ﾛｽ

ｹ ﾞ
ｰﾄ

 
W3

.0
*1

ｹ
□　既存消防ﾎﾟﾝﾌﾟ庫解体敷地仮設図　□

□　ｺﾐｭﾐﾃｨ消防ｾﾝﾀｰ新築敷地仮設図　□

※　工事期間中も有事の際には、防火水槽を使用できる計画とすること。

ｸﾛｽｹﾞｰﾄ W6.0*1ｹ

※ 既設ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装の損傷に注意すること。

大
久
保

・ｸﾛｽｹﾞｰﾄ6.0m,120日

・ｸﾛｽｹﾞｰﾄ3.0m,30日(旧ポンプ庫）

・仮囲い(ｼｰﾄ・B型ﾊﾞﾘｹｰﾄﾞ)48.1m程度 H1.8m 120日

・仮囲い(成形鋼板)32.5m程度 H1.8m 30日

・揚重機4.9t 2日（鉄骨工事）

・揚重機12t 1日(解体用)

※建柱時の建柱車はホース乾燥塔施工手間に含む。

・高所作業車H22m 1日(ﾎｰｽ乾燥塔 撤去時）

・高所作業車H12m 2日(ﾎｰｽ乾燥塔 設備 撤去時、新設時）

仮囲い(成形鋼板) H=1.8m程度

・交通誘導員B（43人程度）


